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新
年
の
ご
挨
拶

新年挨拶

に
快
く
お
引
き
受
け
頂
き
ま
し
た

施
設
、
職
員
の
皆
様
に
改
め
ま
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

不
休
の
努
力
で
こ
の
難
局
に
対
応

頂
き
ま
し
た
、
施
設
職
員
の
皆
様

に
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

町
で
は
引
き
続
き
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
に
努
め
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で
は
、

融
雪
期
か
ら
順
調
に
農
作
業
が
進

み
、
比
較
的
安
定
し
た
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
品
質
、
収
量
共
に
、
素

晴
ら
し
い
出
来
秋
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
生
産
者
の
皆
様

　

町
民
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
令
和
５
年
の
新
春

を
ご
家
族
共
々
お
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
世

界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
ま

す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
昨
年

１
月
に
町
民
の
陽
性
者
が
確
認
さ

れ
て
以
降
、
５
月
に
は
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
お
き
ま
し
て
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
、
ご
利
用
者
、
職

員
合
わ
せ
て
36
名
の
陽
性
者
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
近
隣
施
設
か
ら

の
ご
支
援
や
、
職
員
の
派
遣
要
請

の
努
力
の
賜
物
と
深
く
敬
意
を
表

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

米
価
下
落
に
も
一
定
の
歯
止
め

が
掛
か
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
、
情
勢
不
安
に
よ
る
原
油
等

の
高
騰
、
国
の
政
策
転
換
な
ど
に

よ
り
、
未
だ
予
断
を
許
さ
な
い
情

勢
で
も
あ
り
、
引
き
続
き
、
国
、

道
に
対
し
ま
し
て
強
く
対
策
を
講

じ
る
よ
う
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」
は
、

３
年
ぶ
り
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と

な
り
、
観
光
セ
ン
タ
ー
の
開
館
な

ど
で
、
ひ
ま
わ
り
の
里
に
は
約
28

万
人
も
の
方
々
が
訪
れ
、
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。
今
年
も
感
染
症

対
策
に
万
全
を
期
し
、
多
く
の
方

に
ご
来
町
頂
け
ま
す
よ
う
努
め
ま

す
。

　

全
国
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
頂

い
て
お
り
ま
す
「
ふ
る
さ
と
応
援

寄
付
金
」
は
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
や

ひ
ま
わ
り
メ
ロ
ン
な
ど
の
返
礼
品

が
好
評
を
維
持
し
て
お
り
、
９
年

連
続
し
て
３
億
円
を
超
え
る
見
込

み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
に

お
き
ま
し
て
も
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
や
特
産
品
に
よ
り
、
多
く

の
方
に
北
竜
町
を
応
援
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

人
口
減
少
、
担
い
手
不
足
な
ど

行
政
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
山
積

し
て
お
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様

と
と
も
に
今
ま
で
培
っ
て
き
た
価

値
や
・
経
験
を
活
か
し
、
町
民
お

一
人
お
ひ
と
り
が
こ
こ
ろ
豊
か
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
町
づ
く
り

に
引
き
続
き
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い

年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
明
る
い

ご
多
幸
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

■役場・土地改良区

　１月５日(木)まで閉庁（役場は日直者がいます)

■診療所

　１月５日(木)まで休診

■歯科診療所

　１月３日(火)まで休診、１月４日(水)午後休診

■ごみ処理場

　【北空知衛生センター】　１月３日(火)まで休業
　【し尿収集業務】　　　　１月１０日(火)まで休業

■ココワ（スーパーマーケット）

　１月１日・２日　休業
　　　３日～５日　午前９時３０分～午後５時
　　　６日　　　　午前９時３０分～午後６時３０分

年末年始の業務・営業時間のお知らせ
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新年挨拶

本
は
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
少
数
議
会
の
メ
リ
ッ
ト
は
そ

の
点
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
自
治
体
数
は
１
，
７
９

４
市
町
村
で
す
。
そ
の
中
で
特
色

を
活
か
し
て
、『
こ
ど
も
た
ち
が

め
ざ
す
こ
と
を
お
う
え
ん
す
る
ま

ち
の
し
く
み
、
ガ
ン
バ
る
こ
と
が

む
く
わ
れ
る
し
ご
と
の
し
く
み
、

よ
き
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
せ
ん

ぱ
い
た
ち
を
い
か
す
し
く
み
、
せ

ん
じ
ん
の
く
ろ
う
へ
の
か
ん
し
ゃ

を
た
い
せ
つ
に
し
て
』
今
年
も
議

会
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

や
れ
る
こ
と
の
可
能
性
へ
挑
戦
し

ま
す
。
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12

月
と
定
例
議
会
を
定
め
て
い
ま
す

が
、
通
年
議
会
制
を
採
用
す
る
こ

　

新
年
を
迎
え
、
ご
家
族
皆
様
で

良
き
お
正
月
を
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
希
望
に
満
ち
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨

年
も
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
の
な

か
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
の

皆
様
の
願
い
、
思
い
、
に
寄
り
添

っ
て
議
員
各
位
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
、
役
割
、
地
域
に
お
い
て
常
に

町
民
の
皆
さ
ん
の
希
望
に
な
る
よ

う
な
活
動
を
念
頭
に
お
い
て
い
ま

す
。
議
会
活
動
も
研
修
会
・
講
演

会
な
ど
は
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
を
活

用
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
多

く
の
議
員
が
大
会
場
に
集
ま
る
こ

と
の
非
効
率
さ
の
改
善
に
な
っ
た

と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
対

面
で
会
う
こ
と
の
議
会
活
動
の
基

と
に
よ
っ
て
議
会
開
催
の
自
由
度

が
広
が
り
ま
す
。
仕
事
を
続
け
な

が
ら
議
員
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
言
葉
に

「
勝
者
に
は
な
に
も
や
る
な
」
と

の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
Ｗ
杯
サ
ッ

カ
ー
で
の
日
本
選
手
の
フ
ェ
ア
な

戦
い
方
に
、
応
援
の
人
た
ち
の
立

ち
振
る
舞
い
に
、
世
界
中
か
ら
称

賛
の
声
が
有
り
ま
し
た
。
日
本
人

が
信
頼
を
勝
ち
得
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
行
政
に
は
勝
者
も
敗
者
も

あ
り
ま
せ
ん
。
北
竜
人
が
勝
ち
得

る
も
の
は
今
日
ま
で
歩
ん
で
き
た

道
そ
の
も
の
で
す
。

「
日
本
の
真
ん
中
で
咲
き
誇
る
北
竜

町
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

■
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら

◆
藤
井
雅
仁
（
副
議
長
・
ま
ち
づ

く
り
特
別
委
員
長
）
農
業
・
商
業
・

建
設
業
と
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。

不
断
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

◆
松
永
毅
（
議
員
会
長
・
災
害
対

策
特
別
委
員
長
）
頻
発
す
る
災
害

に
対
応
す
る
議
会
の
役
割
を
は
た

し
て
行
き
ま
す
。
又
、
議
員
全
体

の
活
動
に
つ
い
て
議
員
会
に
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

■北竜町

■北竜町議会

■北竜町監査委員

■北竜町教育委員会

■北竜町農業委員会

■北竜町選挙管理委員会

■北竜町公平委員会

■北竜町固定資産評価審査委員会

■北竜町国民健康保険運営協議会

■北竜町民生児童委員協議会

■深川地区消防組合北竜支署

■北竜消防団

■北竜町立診療所

■北竜町立歯科診療所

■特別養護老人ホーム北竜町永楽園

■株式会社北竜振興公社

■社会福祉法人北竜町社会福祉協議会

本年も宜しくお願いいたします謹
賀
新
年

◆
小
坂
一
行
（
監
査
委
員
）
監
査

を
通
じ
て
町
行
財
政
の
健
全
な
運

営
と
効
率
的
な
予
算
執
行
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◆
北
島
勝
美
（
総
務
産
業
常
任
委

員
長
）
行
政
執
行
方
針
に
沿
っ
た

各
課
・
各
係
の
業
務
に
つ
い
て
調

査
・
指
摘
・
改
善
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
現
場
に
入
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
小
松
正
美
（
議
会
運
営
委
員
長 

・

広
報
特
別
委
員
長
）
議
会
運
営
に
つ

い
て
管
理
し
て
い
ま
す
。
又
、
議
員

提
案
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
尾
﨑
圭
子
（
総
務
産
業
常
任
副

委
員
長
）
優
位
性
の
多
い
農
業
の

町
、
ひ
ま
わ
り
を
核
と
す
る
商
業

の
町
北
竜
町
の
活
性
化
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

◆
中
村
尚
一
（
議
会
運
営
副
委
員
・

北
竜
町
農
業
の
未
来
を
考
え
る
特

別
委
員
長
）
農
業
農
政
問
題
で
の

議
会
の
役
割
を
町
民
目
線
政
策
を

持
っ
て
進
め
ま
す
。

■
議
会
事
務
局
か
ら

◆
高
橋
淳
（
議
会
事
務
局
長
）
ご

意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
田
畑
晶
子
（
書
記
）
今
年
も
よ

ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
山
田
伸
裕
（
書
記
）
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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北竜町の決算状況をお知らせします
令和３年度決算報告

みなさんが納める税金や、国、道からの補助金は、私たちの生活をよりよく
するためにさまざまな形で使われています。
令和３年度にどのくらいの収入(歳入)があり、そしてどのように使われたの
か(歳出)を皆さんの生活に最も関わりの深い一般会計を中心に公表します。

■一般会計 税金などを使って町の基本的な運営や行政サービスを
行う会計です。
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●地方債残高の推移

●町税の推移

●町税の負担状況

●町税の内訳

●基金残高の推移

令和３年度決算報告
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令和３年度決算報告

一般会計の決算額を町民の皆さん一世帯当たりの家計簿にしてみました

北 竜 町 の 家 計 簿
令和３年度

　ここでは、令和３年度決算の一般会計の歳入

決算総額３８億９，０４４万円と歳出決算総額

３８億２，８９９万円を、３月末現在の世帯で町民１世

帯当たりの金額に計算し、家計簿に置き換えてみました。

　収入合計は約４８９万円で、主なものは給料とパー

ト収入が約３２万円、親からの仕送り約３１２万円と

ローン借入金約５５万円、定期預金解約約１５万円、

その他雑収入約６３万円となっています。　支出合計

は約４８１万円で、日常生活費に約５８万円、光熱

水費などに約７２万円、会費・保険料・謝礼・親戚へ

の援助などに約９４万円、住宅ローンなどの返済に約

５６万円、家の増改築費に約７５万円かかっており、

また、将来への備えのため、定期預金へ４６万円積み

立てしています。

　家計の現状は、収入において、その他雑収入やパー

ト収入などが減り、親からの仕送りや預金解約が増え

ており、収入の大半を親からの仕送りに頼っている状

況となっています。

　一方、支出においては、会費・保険料・謝礼・親戚

への援助や光熱水費などが減り、家の増改築やローン

返済、医療費・教育費などが増えています。給料が減っ

ているなかで、住宅ローンを返済しながら、親からの

仕送りや新たなローン借入などにより、家の増改築・

車の購入、医療費・教育費、子どもへの仕送りや家・

車の修理代の支払いなどを行っており、苦しい状況で

はありましたが、収入の一部を将来のローン返済や家

の建て替えなどに備え定期預金に積み立てしていま

す。　

　今後は、親からの仕送りがさらに減る一方で、医療

費・教育費、子どもへの仕送り、ローン返済、家の増

改築費が増加し、当面は苦しい状況が続くことが見込

まれるので、日常生活費や光熱水費などの節約を徹底

するとともに、家の増改築では実施箇所に優先順位を

つけ、計画的・効率的に進めていく必要があります。

また、将来への備えのため、定期預金への積み立てを

計画的に行っていくことも必要です。
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町の一般会計の経費ってどれに当てはまるの？

給料 … 町民税、固定資産税などの

町税。

パート収入 … 保育園の保育料、住

宅使用料、各種証明手数料など。

親からの仕送り … 地方交付税や国

/道の補助金など。

ローン借入金 … 社会資本整備のた

め国などから借りた借金。

定期預金解約 … 収入不足を補うた

め、また特定の事業に使うために積

み立てていた基金からの繰入金。

財布に残っていたお金 … 前年度か

らの繰越金。

預金利息など … 基金利息や土地売

り払い収入などの財産収入。

返済してもらった貸付金 … 貸付金

元利収入。

その他雑収入 … 寄付金、諸収入など。

食費など日常生活費 … 職員給など

の人件費。

光熱水費/衣服購入費/家の設備点検

費/その他雑費 … 需用費/委託料/

備品購入費などの物件費。

医療費/教育費 … 法律に基づく医

療/児童/老人/障がい者等に係る給

付費などの扶助費。

家/車の修理費 … 施設/車両の修繕

などの維持補修費。

会費/保険料/謝礼/親戚への援助な

ど … 広域で実施する消防/ゴミ処

理施設/学校給食組合への負担金/ふ

るさと納税謝礼や各種団体などへの

助成金/補助金などの補助費等。

子どもへの仕送り … 診療所事業、

各種保険事業、特別養護老人ホーム

事業、下水道事業など特別会計への

繰出金。

ローン返済 … 社会資本整備の財源

として過去に借りた借金の元利償還

金。（公債費）

家の増改築費 … 道路、公営住宅、碧

水地域支え合いセンター、北竜温泉

などの施設整備費。（普通建設事業費）

親戚/友人への貸付 … 奨学貸付金

などの貸付金。

株などへの投資/出資 … 株式など

の投資や簡易水道事業への出資金な

ど。

定期預金への積み立て … 将来に向

けた蓄え、特定の事業に使うための

積立金。（基金積立金）

令和３年度決算報告

   農業の振興
●農業生産基盤の充実
・中山間地域等直接支払推進事業          113,898

・多面的機能支払事業　　　　　　　　     96,993

・特産品栽培ハウス支援事業　　　　　　      374

・ひまわりバンク事業　　　　　　          4,236

●担い手及び新規就農者の育成・確保
・農業体験実習生受入事業　　　　　　　　  1,746

・新規就農者誘致促進事業　　　　　　　    5,901

・経営継承・発展支援事業　　　　　　　      971

●有害鳥獣対策の強化
・有害鳥獣駆除対策事業　　　　　　　     12,105

令和３年度 一般会計の主な事業

（単位：千円）

●観光・交流資源の充実
・ひまわりの里整備事業                      484

●観光ＰＲ活動の強化
・観光PR推進事業　                          656

●新たな観光・交流資源の掘り起こし
・ふるさと納税推進事業                  399,444

●商工会の育成
・商工会育成事業　　　　　　　　　　     13,360

   観光の振興

   商工業の振興

●商工会企業への支援
・商工業活性化推進事業　　　　　　　　    2,141

・中小企業事業資金保障融資事業  　　     27,140

●町内消費活動の促進
・商業活性化施設管理運営支援事業　　 　   6,301

●新産業開発等の促進
・ひまわり油推進事業 　                   8,398

●計画的な森林整備の促進
・水源林整備促進事業                      1,579

・森林環境基金管理運用事業　　　　　　    2,770

・豊かな森づくり推進事業　  　　　　　    3,518

   林業の振興

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

●生活習慣病等の発症予防と重症化予防の徹底
・風疹ワクチン任意予防接種費助成事業        241

・がん検診推進事業                        2,568

・人間ドック料金助成事業                  1,714

   健康づくりの充実 （単位：千円）

●地域医療体制の充実
・地域医療体制支援事業  　　　　　        1,961

   地域医療の充実 （単位：千円）
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●母子保健の充実
・児童発達支援事業　　　　　　　　　　    3,588

・小児予防接種事業　　　　　　　　　　    3,637

●保育サービスの充実    

・和保育園運営事業    　　　　　　　     34,975

●子育て支援サービスの充実 

・地域子育て支援センター運営事業　　      6,768

●子育て世帯への経済的な支援
・高等学校等通学等助成事業                2,520

・出産祝金支給事業                        2,200

・やわら保育園保育料減免事業              1,635

・不妊治療費助成事業                        378

・妊産婦健康診査費助成事業                1,107

・乳幼児等医療費一部負担金助成事業        3,631

・入学祝金支給事業                          550

・小／中学校給食費助成事業                4,170

・小／中学校修学旅行費助成事業              620

   出産・子育て支援の充実

●福祉サービス・担い手の充実
・社会福祉協議会運営支援事業   　　      15,002

・保育士就業資金貸付事業   　　     　　    588

●生活困窮者の支援
・ひとり親家庭支援手当支給事業   　　        36

・ひとり親家庭等医療費助成事業   　　       366

   社会保障の充実

●介護予防の推進
・介護予防支援事業　　　　　    　　 　　11,579

●高齢者支援サービスの充実
・緊急通報システム事業　    　　 　　     6,270

・福祉灯油等購入助成事業　　    　　 　　 1,710

・高齢者世帯等除雪費助成事業    　　 　　 1,695

●高齢者の生きがい・社会参加の促進
・生活支援／生きがい対策事業　　　　     13,411

・北竜温泉優待事業　　　　　　　　　　    1,591

   高齢者支援の充実

   地域福祉の充実

   道路・公共交通の整備

   障がい者支援の充実
●自立支援給付と地域生活支援事業の推進
・障害者自立支援給付事業                 57,977

・障害者地域生活支援事業                  4,577

・障害者等施設通所交通費助成事業             57

●町道及び橋梁の整備・維持管理の推進
・道路維持管理事業　　　　　　　　　 　　21,523

・橋梁維持管理事業　　                   56,529

●除排雪等の充実
・除雪車両購入事業　　　　　　　　　 　　53,974

●広域バス路線の維持
・生活交通確保対策事業　　　　　　　      8,757

●地域公共交通対策
・地域公共交通対策事業 　　　　　　　　    4,708

・地域公共交通車輌購入事業                8,368

   移住・定住の促進
●公営住宅等の整備
・桜岡団地公営住宅建設事業              115,890

●移住・定住促進のための支援施策の検討・推進
・定住促進対策事業　　　　　　　　　      7,471

・定住促進住宅整備事業                   50,148

   公園・緑地の整備
●公園・緑地の維持管理体制の充実
・しらかば並木公園維持管理事業               716

●ごみ処理・リサイクル体制の充実
・ごみ収集運搬事業　　　　　　　　　 　　11,554

・北空知衛生センター組合負担金事業　 　　25,150

   環境衛生の充実

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

●総合的な防災体制の充実
・災害対策用物資備蓄事業　　　　　　　    1,017

●防災・減災、国土強靱化の推進
・緊急自然災害防止対策事業（道路）　　     9,977

・緊急自然災害防止対策事業（河川）　      37,387

・緊急浚渫推進事業    　　　　　　　      3,432

   防災体制の充実 （単位：千円）

（単位：千円）

令和３年度決算報告
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   生涯学習の充実

●常備消防・救急救助体制の強化及び充実
・深川地区消防組合負担金事業　　　　    144,105

 （消防大型水槽車購入他）

   消防・救急の充実

●運転に不安を感じている高齢者への支援
・高齢者運転免許証自主返納サポート事業      499

   防犯・交通安全の推進

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

●学校教育の充実
・外国語教育推進事業　　　　　　　　　    5,148

・小学校学習支援員配置事業　　　　　　    1,414

・小学校特別教育支援員配置事業　　　　    1,014

・小学校臨時教職員補充事業　　　　　　    1,173

 

●学校施設・設備の整備充実
・小学校維持管理事業　　　　　           13,036

・中学校維持管理事業　                   13,657

●総合的な子どもの安全対策の推進
・スクールバス運行事業                    9,044

   学校教育の充実

●青少年の体験・交流活動等の促進
・課外活動支援事業（公設学習塾開設等）  　   941

・夢の教室開催事業　　　　　　　　　　　     78

   青少年の健全育成

   地域コミュニティへの支援

   スポーツの振興

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

●将来を担う人材・団体の育成
・地域づくり人材育成事業　　　　            475

   住民参画の推進 （単位：千円）

●行政の情報化の推進
・社会保障／税番号制度事業　　    　　 　 8,094

●効率的・効果的な行政運営の推進
・行政評価制度推進事業　    　　 　　       935

●健全な財政運営の推進
・減債基金管理運用事業（基金積立） 　     87,638

●公共施設の計画的な維持管理と適正配置
・公共施設整備基金管理運用事業（基金積立）80,029

・公共施設マネジメント推進事業　　　　    6,611

・公共建築物個別施設計画策定事業          3,685

・公共施設除雪事業　　　　　　　　　　   17,897

・消防庁舎前敷地整備事業        　　      4,650

   行政経営の推進 （単位：千円）

●新型コロナウイルス感染症の予防・拡大防止
・特別養護老人ホーム感染症対策事業       39,050

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業   19,208

・新型コロナウイルスワクチン接種事業     10,072

・サンフラワーパーク北竜温泉感染症予防対策事業 2,930

●生活に困っている世帯や子育て世帯への支援
・子育て世帯生活支援特別給付金事業          640

・子育て世帯への臨時特別給付金事業       18,588

・北竜町子育て世帯への臨時特別給付金事業  2,400

・住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業 23,277

・新型コロナウイルス感染症特別奨学資金貸付事業 1,200

●地域経済の維持・継続
・地域食材普及啓発事業                    1,005

・生活交通確保緊急対策事業                1,600

・北竜町米価下落影響支援対策事業         17,815

・地域振興券発行事業                      9,020

・中小企業／小規模事業者支援事業          9,800

・サンフラワーパーク北竜温泉事業継続支援事業 37,000

●子どもの学習支援・学習環境の整備
・小学校施設学習環境整備事業              1,661

・小学校施設衛生環境改善事業                979

・中学校施設衛生環境改善事業              1,804

 新型コロナウイルス感染症対策の推進（単位：千円）

令和３年度決算報告

●社会教育施設の整備充実・有効活用
・農村環境改善センター維持管理事業       16,081

 （地下タンクライニング工事他）

・生きがいセンター維持管理事業           10,438

 （受電設備更新工事他）

●スポーツ施設の整備充実
・町営スキー場整備事業　　　　　　　     23,892

・ひまわりパークゴルフ場管理運営事業　　 15,164

 （散水設備工事他）

●地域の活性化に向けた支援の充実
・地域おこし協力隊事業　　　　　　　　    8,382

・集落対策事業　　　　　　　　　　　     11,068
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●新しい生活様式に対応する庁内デジタル化環境の構築
・庁内デジタル化推進事業                  6,198

●新たな日常に必要な情報通信環境の整備
・高度無線環境整備推進事業                83,701

■特別会計 特定の事業のために一般会計とは別に保険料や使用料など
の特定の収入により運営する会計です。

 町立診療所事業特別会計

 国民健康保険特別会計

●地域医療体制の充実
・町立診療所運営事業                     45,863

・町立診療所維持管理事業                  3,740

・町立診療所医薬材料購入事業             25,298

・町立歯科診療所運営事業                 14,891

●国民健康保険事業の推進
・医療保険給付事業                      193,984

・保健事業（特定健診／健康ナビ事業費他）   2,230

地域医療の充実

社会保障の充実

（単位：千円）

（単位：千円）

令和３年度 特別会計の主な事業

 介護保険特別会計

●新型コロナウイルス感染症の予防・拡大防止
・新型コロナウイルス感染症対策事業        2,022

●介護保険事業の推進
・介護保険給付事業                      235,792

・介護予防・生活支援サービス事業          3,164

・一般介護予防事業                        1,969

 （まるごと元気アッププログラム/地域リハビリテーション活動支援事業）

・在宅医療介護連携推進事業                1,480

・認知症総合支援事業                      1,414

高齢者支援の充実

新型コロナウイルス感染症対策の推進

（単位：千円）

令和３年度決算報告

●新型コロナ収束後の地域経済の活性化・観光の振興
・地域経済活性化事業                      1,000

・ひまわり観光誘客促進事業                1,023

・サンフラワーパーク北竜温泉情報発信推進事業 555

・サンフラワーパーク北竜温泉宿泊割引助成事業 11,000

・サンフラワーパーク北竜温泉集客支援事業    500

 特別養護老人ホーム事業特別会計

●新型コロナウイルス感染症の予防・拡大防止
・新型コロナウイルス感染症対策事業        4,019

高齢者支援の充実

新型コロナウイルス感染症対策の推進

（単位：千円）

●高齢者支援サービスの充実
・特別養護老人ホーム運営事業            348,995

・特別養護老人ホーム維持管理事業 （厨房機器更新他） 48,885

・送迎用車輌購入事業                      4,074
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令和３年度決算報告

 

 農業集落排水事業 及び
 個別排水処理事業特別会計

●農業集落排水施設の適正管理と加入促進
・浄化センター維持管理事業               26,238

・管路等維持管理事業                      2,741

●浄化槽の適正管理と設置促進
・浄化槽維持管理事業                     14,254

・浄化槽整備事業                          1,690

水道・下水道の整備

（単位：千円）

●健全な財政運営の推進
・公営企業会計法適用推進事業              5,245

行政運営の推進

■初任給／職員の平均給与額／平均年齢状況 (一般行政職 R4年4月1日現在)

■特別職／議会議員の報酬等 (R4年12月1日現在)

■ラスパイレス指数 … 国家公務員を100とした場合の本町の給与水準です。

■人件費（普通会計決算）… 職員や特別職(町長/副町長/議員/各種委員等)に支給される給料/報酬/共済費です。

■職員給与費（普通会計決算）… 人件費の中の職員給与費と諸手当です。

職 員 の 給 与 等 の 状 況

区分
決定初任給

北竜町 国家公務員

大学卒 １８２，２００円 １８２，２００円

高校卒 １５０，６００円 １５０，６００円

区分 平均給料月額 平均年齢

北竜町 ２９０，０６３円 ３７．６歳

国家公務員 ３２３，７１１円 ４２．７歳

平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年

９９．２ ９９．７ ９９．０ ９６．９ ９８．２

年度
住民基本台帳人口
（R3.3.31 現在）

歳出額
（Ａ）

実質収支
人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ）/（Ａ）

２年度の
人件費

令和３年度 1,701 人 3,888,493 千円 51,823 千円 509,136 千円 13.1 12.1

年度
職員数
（Ａ）

給与費 一人当たり給与費
（Ｂ）/（Ａ）給与 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

令和３年度 47 人 210,498 千円 30,566 千円 91,659 千円 332,723 千円 7,079 千円

区分 月額 期末手当支給割合

町        長

給料

７８９，０００円 ６月期　２．０　　　
１２月期　２．２５　　

計　４．２５月分　　
副   町   長 ６４２，０００円

教   育   長 ５７６，０００円

議        長

報酬

２６８，０００円

１２期　４．２５月分
副   議   長 ２１２，０００円

常任委員長・議会運営委員長 １９４，０００円

議        員 １７７，０００円

●簡易水道事業による給水体制の整備
・水道メーター器更新事業                  1,122

・簡易水道施設整備（生活基盤近代化）事業  56,760

水道・下水道の整備

 簡易水道事業会計 （単位：千円）
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ね

て
き
ま
し
た
。

　

後
藤
翁
の
教
え
は
次
の
３
つ
で
し
た
。

■
働
け
、
学
べ
、
本
を
読
め

■
や
が
て
安
全
な
食
糧
が
不
足
す
る
、

　
そ
れ
に
向
け
て
実
践
せ
よ

■
人
と
し
て
、
農
協
の
役
員
と
し
て
、

　
地
位
と
名
誉
と
お
金
を
求
め
る
な

　

昭
和
48
年
、
亨
さ
ん
と
自
然
農
法
の

先
駆
者
に
会
い
学
び
、
ま
た
先
進
地
の

宮
崎
県
「
綾
町
」、
大
分
県
「
大
山
町
」、

山
形
県
「
高
畠
町
」、佐
賀
県
「
三
日
月
町
」

等
に
何
度
も
学
び
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
町
が
一
体
と
な
り
取
り

組
む
難
し
さ
を
知
り
、
北
竜
町
は
町
を

挙
げ
て
取
り
組
む
挑
戦
を
す
る
こ
と
と

し
、
各
団
体
組
織
に
熱
意
を
持
っ
て
呼

び
か
け
、
ま
ず
農
協
が
平
成
２
年
５
月

１
日
「
命
・
食
糧
・
環
境
・
暮
ら
し
を

守
り
育
む
」
を
確
認
し
、
農
業
委
員
会

は
平
成
２
年
10
月
26
日
「
人
間
の
安
全

な
食
糧
生
産
に
努
め
る
」
と
憲
章
を
制
定
、

土
地
改
良
区
は
平
成
２
年
11
月
22
日
「
豊

か
な
環
境 

稔
り
の
農
村
」
と
総
代
会
決

議
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
北
竜
町
と
北

竜
町
議
会
は
平
成
２
年
12
月
18
日
に
「
国

民
の
命
と
健
康
を
守
る
安
全
な
食
糧
生

産
の
町 

北
竜
町
」
を
決
議
し
、
全
国
で

初
め
て
と
な
る
安
全
な
食
糧
生
産
へ
の

取
り
組
み
を
今
日
ま
で
33
年
間
実
践
し

て
き
ま
し
た
。

　

地
球
の
こ
れ
か
ら
を
守
る
温
暖
化
対

策
、
視
点
は
「
子
ど
も
の
命
（
生
命
）

を
守
る
」
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
北
竜
町

は
戦
争
と
災
害
の
無
い
安
全
な
明
る
い

社
会
を
目
指
し
「
２
０
０
万
本
の
ひ
ま

わ
り
」
を
咲
か
せ
、
よ
り
安
全
な
食
糧

生
産
に
誇
り
を
持
っ
て
実
践
し
続
け
ま

す
。                        

感
謝

　令和４年第３回定例会において議会の同意を賜り、クリーン農業の第一人者として北竜町の農業

発展に努めてこられた、元きたそらち農業協同組合代表理事組合長の黄倉良二氏に名誉町民の称号

が授与され、１２月８日、令和４年第４回北竜町議会定例会に先立ち、黄倉氏の名誉町民推戴式が

執り行われました。受章にあたり、黄倉氏から寄せられた、感謝の言葉を掲載いたします。

黄倉良二氏が名誉町民を受章

食
べ
物
は
い
の
ち
（
生
命
）

「
命
・
食
糧
・
環
境
・
暮
ら
し
を
守
り
育
む
」
北
竜
町

北
竜
町
名
誉
町
民
　
黄
倉 

良
二
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1月19日は「いい口(くち)の日」

（担当：髙野 光希）

【 第２６回 】

　保健師として仕事をしていると、北竜町は元気な高齢者が多い町だな、と感じます。日本人の健康

寿命（日常生活に制限のない期間）の平均は男性70.42歳、女性73.62歳ですが、北竜町民の健康寿命

の平均は男性82.3歳、女性84.0歳と、日本人の平均に比べてとても長いです。（H30年調査結果より）。

　みなさんの元気の秘訣は色々あるかと思いますが、実は「歯の健康」は全身の健康と関わり深いと

いうことをご存じでしたか？　今、元気なみなさんにこれからも元気でいてもらうために、今回は「北

竜町民の歯の健康」をテーマにお話しします。

　健康でいるためには、子どもの頃から歯を大切にすることが重要です。大人になった今でも遅く

はありません！　歯周病の予防と早期発見・治療のために歯の健診を受けることはとっても大切です。

この機会にぜひ歯科健診を受けてみませんか？

■北竜町立歯科診療所（℡：３４－２６５６）

　診療時間：平日（９：００～１２：００、１３：３０～１７：００）、土曜日（９：００～１２：００）
　　　　　　※診療時間終了３０分前までに受付してください。※日・祝祭日、第３土曜日は休診
　歯科健診の詳細ついては役場住民課保健指導係（℡：３４－２１１１）にお問い合わせください。

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。

● 乳幼児健診

● ヘルシー講座

● 認知症物忘れ相談

● 健康相談

 19日（木） 12:00～　　　 すこやかセンター

 23日（月）10:00～11:30　すこやかセンター

 30日（月）10:00～12:00　碧水地域支え合いセンター

 30日（月）13:30～14:30　碧水地域支え合いセンター

１月の
保健・介護予防

行事

幼児歯科健診・フッ素塗布 成人歯科健診 後期高齢者歯科健診

 対象 1 歳～小学校入学前 20 ～ 74 歳の町民 75 歳以上の町民

 回数（同一年度内） 2 回 1 回 1 回

 内容
むし歯・かみ合わせ
チェック、フッ素塗布

むし歯・歯周病チェック、
歯垢・歯石の付着

成人歯科健診の内容＋
咀嚼や嚥下機能のチェック

 健診機関 北竜町立歯科診療所

 料金 無料

 申込方法 北竜町立歯科診療所（℡：34-2656) に電話で直接予約して受診してください。

 持ち物
R4 年度（水色）の受診券

（必要事項要記入）
健康保険証

北竜町民の１日の歯みがき回数 ０～１回の人の年齢内訳

北竜町では歯科健診が無料で受けられます！

　北竜町は1日の歯みがきが1回以

下の人が37％もいます。さらに、

そのうちの6割は60～70代です。歯

みがきは、むし歯や歯周病、誤嚥性

肺炎の予防に効果的です。歯の健康

は寝たきりや認知症を予防にも繋

がります。これを機に、ご自身のお

口の健康を見直してみましょう！
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原
案
可
決

原
案
可
決

　

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は
12

月
８
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

10
月
25
日

■
調
査
事
項　

中
学
校
の
経
営
状

況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し　

　
　
　
　

■
調
査
期
日　

11
月
18
日

■
調
査
事
項　

社
会
福
祉
法
人
北

竜
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
す
る

委
託
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

澤
田　

正
人　

氏
（
再
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

　

白
岡　

直
樹　

氏
（
再
）

○
北
竜
町
議
会
議
員
及
び
北
竜
町

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
立
や
わ
ら
保
育
園
設
置

条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
農
業
委
員
会
委
員
の
定

数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
北
竜
町
農
業
集
落
排
水
事
業
及

び
個
別
排
水
処
理
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
北
竜
町
農
業
集
落
排
水
事
業
及

び
個
別
排
水
処
理
事
業
の
剰
余
金

の
処
分
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

○
北
竜
町
農
業
集
落
排
水
事
業
及

び
個
別
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

○
北
竜
町
簡
易
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
北
竜
町
簡
易
水
道
事
業
に
地
方

公
営
企
業
法
の
一
部
を
適
用
す
る

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
１
３
１
，
９
８
７

千
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を
３
，

９
７
５
，
７
２
４
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
３
７
８
千
円
を
減

額
し
、
予
算
総
額
を
３
０
３
，

８
７
３
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
６
８
０
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
１
０
３
，

９
１
２
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
か
ら
１
７
５
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
９
，

３
７
５
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
１
５
３
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
２
９
９
，

４
４
２
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
か
ら
５
，
３
４
２
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
４
９

委
員
会
報
告

諮
問

同
意

原
案
可
決

■
令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会
は

10
月
21
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ

れ
た
案
件
を
審
議
し
、
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
２
７
，
３
１
４
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
，

８
４
３
，
７
３
７
千
円
と
す
る
補

正
予
算

■
令
和
４
年
第
４
回
臨
時
会
は

11
月
25
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ

れ
た
案
件
を
審
議
し
、
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。

○
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
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１
，
３
７
３
千
円
と
す
る
補
正
予

算○
令
和
４
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
２
，
４
１
４
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
２
１
，

２
６
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
４
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
１
４
，
１
６
６
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

２
２
８
，
０
６
５
千
円
と
す
る
補

正
予
算

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係

省
庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
物
価
高
に
お
け
る
農
産
物
の
適

正
な
価
格
形
成
と
農
業
経
営
の
存

続
に
向
け
た
需
給
改
善
対
策
の
強

化
に
つ
い
て
の
意
見
書

　

５
名
の
議
員
か
ら
５
件
の
一
般

質
問
が
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
は

２
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

意
見
書
提
出

一
般
質
問

【
12
月
】

１
日
…
議
会
運
営
委
員
会

８
日
…
第
４
回
北
竜
町
議
会
定
例
会

16
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

全
員
協
議
会

23
日
…
例
月
出
納
検
査

27
日
…
北
空
知
衛
生
施
設
組
合
議

会
、
北
空
知
広
域
水
道
企
業
団
議

会
、
北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合

議
会
、
北
空
知
学
校
給
食
組
合
議

会
、
深
川
地
区
消
防
組
合
議
会

【
１
月
】

１
日
…
各
神
社
元
旦
祭

６
日
…
社
会
福
祉
協
議
会
新
年
の

集
い

７
日
…
20
歳
を
祝
う
会

10
日
…
出
初
め
式

11
日
…
北
竜
町
商
工
会
新
年
交
礼

会
並
び
に
優
良
勤
続
者
表
彰
式

17
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

下
旬
…
空
知
町
村
議
会
議
長
会
役

員
会
、例
月
出
納
検
査（
監
査
委
員
）

　

最
近
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
第
八
波
が
き
て
い
る
。
ワ

ク
チ
ン
も
４
回
目
接
種
で
終
わ

る
と
思
っ
て
い
た
が
、
５
回
目

接
種
も
終
わ
り
、
何
回
目
ま
で

続
く
か
わ
か
ら
な
い
。

　

い
つ
に
な
っ
た
ら
治
ま
る
の

か
、
不
安
で
な
ら
な
い
。

　

私
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
３
回
受

け
た
が
、
１
回
目
は
検
査
結
果

が
出
る
ま
で
７
時
間
も
か
か
っ

た
。
結
果
が
出
る
ま
で
の
間
、
心

中
は
不
安
で
な
ん
と
も
言
え
な

か
っ
た
が
、
幸
い
陰
性
で
ほ
っ

と
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
忘
年
会
や
新
年
会
、

会
合
な
ど
が
多
い
時
期
を
迎
え

る
が
、
高
齢
者
、
持
病
を
持
つ

人
な
ど
は
、
今
後
人
の
多
く
集

ま
る
場
所
に
行
く
場
合
は
感
染

対
策
を
し
っ
か
り
と
っ
て
過
ご

そ
う
。　
　
　
　
　
　

（
松
永 

毅
）

　　■　選　挙　の　事　由　　令和５年３月３０日任期満了による

　　■　選挙すべき議員の数　　８人

　　■　選　 挙 　期 　日　　令和５年２月２８日(火)

　　■　選　挙　告　示　日　　平成５年２月２２日(水)

　　■　立候補予定者説明会　　日　　時　　令和５年１月３０日(月)午後１時３０分予定

　　　　　　　　　　　　　　　場　　所　　北竜町役場２階会議室

　　　　　　　　　　　　　　　参集人員　　立候補者１人につき３人以内(立候補本人を含む)

　任期満了による北竜町議会議員選挙は１２月１日開催の選挙管理委員会において

次のとおり決定されました。

北竜町議会議員選挙の執行について
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今
月
の
行
政
相
談

※新型コロナウイルスの影響により、変更となる場合があります。

北竜町地域子育て支援センター ℡３４ー８８０２

ちびっこひろば
○日時　1月10日（火）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　お正月「お楽しみ会」

○日時　1月18日（水）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　小麦粉粘土遊び

○日時　1月31日（火）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　元気に雪遊び①

ピカピカキッズ
○日時　1月13日(金）10:00～11:30

　場所　やわら保育園ホール

　内容　鑑賞体験講座「北竜太鼓」

（ ）対象：
１歳児～

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
時
の
無
料
送
迎
日

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象

に
自
宅
か
ら
沼
田
警
察
署
ま
で
無

料
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
12
・
１
月
の
無
料
送
迎
日
】

■
１
月
20
日
（
金
）

※
申
し
込
み
期
限
１
月
17
日（
火
）

■
２
月
20
日
（
月
）

※
申
し
込
み
期
限
２
月
15
日（
水
）

申
し
込
み
先

　

役
場
総
務
課
庶
務
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

１
月
17
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１

巡
回
無
料
法
律
相
談

　

北
竜
町
実
施
の
巡
回
無
料
法
律

相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】

　

旭
川
弁
護
士
会
所
属

　

石
井 

洋
文 

弁
護
士

日
時　

１
月
20
日(

金)

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所

　

北
竜
町
公
民
館
第
一
研
修
室

予
約
受
付

　

役
場
総
務
課
庶
務
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

1/1
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

たなか歯科医院
℡ 23-5545

1/2
 （月）

深川市立病院
℡ 22-1101

定岡歯科医院
℡ 32-4118

1/3
 （火）

深川市立病院
℡ 22-1101

船山歯科医院
℡ 23-2255

1/8
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

近藤歯科医院
℡ 35-2538

1/9
 （月）

深川市立病院
℡ 22-1101

アダチ歯科
℡ 0125-26-2659

1/15
 （日）

深川市立病院
(担当医・児島医院
 院長 児島俊一）

℡ 22-1101

もじり歯科クリニック
℡ 0125-32-1181

1/22
 （日）

深川市立病院
(担当医・
 津田こどもクリニック
 院長 津田尚也）

℡ 22-1101

河村歯科
℡ 0125-74-6332

1/29
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

きたじま歯科クリニック
℡ 26-8881

2/5
 （日）

深川市立病院
(担当医・
 津田こどもクリニック
 院長 津田尚也）

℡ 22-1101

小西歯科医院
℡ 0124-23-0102

休 日 当 番 医
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所
得
税
の
申
告
は

　
　
　
　
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で

１
．
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で

所
得
税
な
ど
の
申
告
書
を
作
成
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
で
き
ま
す
。

２
．
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
す

る
と
、
控
除
証
明
書
な
ど
の
必
要

書
類
の
デ
ー
タ
を
申
告
書
へ
自
動

で
入
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
注
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読

み
取
り
対
応
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
あ
れ
ば
ご
利
用
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
【『
さ
ぁ
自
宅
で
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
！

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
か

ら
】

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
n
t
a
.
g
o
.
j
p
/

taxes/shiraberu/shinkoku/

r4_smart_shinkoku/pdf/01.

pdf■
【
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
で
確

定
申
告
書
に
自
動
入
力
！
】

https://www.nta.go.jp/taxes/

shiraberu/shinkoku/r4_smart_

shinkoku/pdf/03.pdf

令
和
４
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
男
女

受
付
期
間　

　

① 

～
２
月
６
日
（
月
）

　

② 

～
２
月
27
日
（
月
）

試
験
期
日

　

① 

２
月
12
日
（
日
）
ま
た
は
、

　
　

 

２
月
13
日
（
月
）

　

② 

３
月
５
日
（
日
）
ま
た
は
、

　
　

 

３
月
６
日
（
月
）

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

南
地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
・
５
５
・
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
・
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

　

高
橋
敬
子
・
松
本
浩
章

　

１
１
０
番
は
、
緊
急
の
事
件
・

事
故
な
ど
を
い
ち
早
く
警
察
へ
通

報
す
る
た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。

警
察
官
が
早
く
現
場
に
到
着
で
き

る
よ
う
、
そ
の
場
所
の
住
所
や
付

近
の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
を
正

し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

車
を
運
転
し
な
が
ら
の
通
報
は

法
令
違
反
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
安
全
な
場
所
に
停
車
し

て
か
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
１
１
０
番
及
び
１
１
０

番
ア
プ
リ
は
、
聴
覚
や
言
語
に
障

が
い
が
あ
る
方
な
ど
、
音
声
に
よ

通
報
が
困
難
な
方
が
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
を
利
用
し
、
文
字
で
警
察

に
緊
急
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い

遺
失
物
等
の
届
出
、
諸
手
続
き
に

関
す
る
照
会
な
ど
は
最
寄
り
の
警

察
署
、
交
番
・
駐
在
所
の
電
話
を
、

相
談
や
警
察
業
務
に
関
す
る
意
見

要
望
は
＃
９
１
１
０
の
警
察
相
談

専
用
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

緊
急
通
報
は
１
１
０
番

相
談
電
話
は
＃
９
１
１
０

北竜町の事件・事故の発生状況（11月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
工事場
狙い

脱衣場
荒らし

暴行 その他 合計

2022年 ０ １ ０ ０ １ ２

2021年 ０ ０ １ １ ０ ２

人 身 事 故 物 損 事 故

2022年 ３ 2022年 28

2021年 ３ 2021年 54

青
春
は
戦
中
戦
後
ク
リ
ス
マ
ス
　  

　
　
　
　
　
山
本
玲
子

初
雪
や
妻
が
揃
え
し
カ
レ
ー
皿
　  

　
　
　
　
　
山
岸
正
俊

稜
線
の
冬
木
無
口
で
泣
き
上
戸
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

信
長
も
見
し
か
令
和
の
赤
い
月
　  

　
　
　
　
　
吉
尾
広
子

大
枯
野
目
を
凝
ら
し
て
も
何
も
得
ず
　
　
　
　
　
山
下
好
晴

何
を
成
す
何
を
成
さ
ぬ
か
十
二
月
　  

　
　
　
　
中
島
雅
子

寺
の
屋
根
銀
杏
落
ち
葉
を
救
う
ご
と
　
　
　
　
　
宮
脇
美
和
子

校
庭
や
荒
縄
括
り
冬
構
へ
　
　
　  
　 
　
　 

　
佐
藤
美
智
子
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父　

田
畑 
貴
紀 

さ
ん

母　
　
　

 
晶
子 

さ
ん

い
つ
も
元
気
な
食
べ
る
の
大
好
き

壱
樹
で
す
！ 

こ
れ
か
ら
も
す
く

す
く
成
長
し
ま
す
☆

田
畑 

壱い

つ

き樹 

く
ん

令
和
３
年
11
月
19
日
生
ま
れ

父　

石
田　

章
大 

さ
ん

母　
　
　

  

千
明 

さ
ん

石
田　

咲さ

き

な

季
和 

ち
ゃ
ん

令
和
３
年
11
月
17
日
生
ま
れ

お
兄
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

兄
妹
な
か
よ
く
大
き
く
な
っ
て
ね
！

生
前
の
お
礼
と
し
て

  

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

  

和
東
町 

八
田 

と
も
子  

様

寄
付

  
社
会
福
祉
協
議
会
へ

    
桜　

岡　

 

㈲ 

ヤ
マ
ダ  

様

まちの動き
１２月１日現在（前月比）

世帯数　７９４世帯(－２)
 人口 １, ６８０人(－５)
　男　　　８０１人(－３)
　女　　　８７９人(－２)

(外国人含)

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

桜　

岡　

山
本 　

勝
利   

氏

　
　
　
　
　
　

 

79
歳（
11
月
12
日
）

和　
　
　

佐
々
木 

リ
ツ
子 

氏

  　
　
　
　
　

 

91
歳（
11
月
16
日
）

永
楽
園　

平
田 　

操     

氏

  　
　
　

 　

  

75
歳（
11
月
20
日
）

和
東
町　

八
田 　

隆
昌   

氏

  　
　
　

 　

  

92
歳（
11
月
21
日
）

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

碧　

水　

岩
倉 

蓮れ

ん

な奈　

ち
ゃ
ん

 　
　
　
　
　

 　

  

（
11
月
15
日
）

 　
　

   

竜
矢
さ
ん
・
李
乃
さ
ん

和　
　
　

渡
邉 　

絃い
と　

ち
ゃ
ん

 　
　
　
　
　

 　

  

（
11
月
25
日
）

 　
　

   　

詔
さ
ん
・
亮
子
さ
ん
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■年始（１月１日）の営業時間のお知らせ
　【温泉】　午前９時３０分～午後７時　／　【売店】　午前８時～午後７時

　【レストラン】午前１１時～午後６時 （ラストオーダー：午後５時３０分）

　※１月２日より通常営業いたします。

■【町民限定】北竜町の特産品を用いた

　　　　　　　　　　クラフトビールを割引販売！
　北竜温泉売店にて販売中のクラフトビール「ＨＯＫＵＲＹＵ　Ｃ

ＲＡＦＴ」を町民限定で割引販売します。

　現在販売中の商品はひまわり油の種を用いた「ひまわりビスケッ

ト」と、ひまわりライスを用いた「ひまわりライス」の２種類。

　通常８５０円のところ、左のクーポンを持参された方限定で１月

３１日まで６７０円（１８０円割引き）でご購入いただけます。お

得なこの機会に是非お試しください。

※売り切れ次第終了します。
※左のクーポンを切り取り、北竜温泉の売店にご持参ください。

【サンフラワーパーク北竜温泉　℡３４－３３２１】

【
町
民
限
定
】「HOKURYU CRAFT

」
割
引
ク
ー
ポ
ン

有
効
期
限
：R5.1.31

ま
で（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

✂

　下記の日程でマイナンバーカード関連手続きの窓口を開設しますので、ぜひ、ご利用ください。

必要書類については、手続きにより異なりますので、事前にお電話でお問い合わせください。

※時間外窓口では転入・転居・転出などの住所の異動、印鑑登録、証明発行業務等は行いませんので

ご注意ください。

■マイナンバーカードの時間外窓口開設のお知らせ

■マイナンバーカードを申請しよう！

【日時】１月２３日（月）～ 午後７時　　　【場所】すこやかセンター住民課窓口

■問い合わせ先：℡３４－２１１１（役場住民課戸籍年金係）

　マイナンバーカードは、交付申請書をお持ちの

方はご自宅からスマートフォンやパソコン、また

は郵送により申請することができます。

　交付申請書をお持ちでない方や、申請方法が分

からない方は、役場住民課窓口で申請書の再発行、

無料の顔写真撮影や申請のお手伝いなどを行って

おりますので、まだマイナンバーカードをお持ち

でない方は、お気軽にご相談ください。

　なお、令和４年度においてはマイナンバーカー

ドを取得した方に町内で使える５，０００円分の

商品券の交付、外出困難な方へのご自宅への出張

申請など、マイナンバーカード普及促進のための

事業を実施しておりますので、この機会にぜひ

カードの作成をご検討ください。

【来庁の際にお持ちいただきたいもの】
　・運転免許証、健康保険証などの本人確認書類

　・ご本人の顔写真（お持ちの方のみ）　　・通知カード（お持ちの方のみ）

マイナンバーカード普及促進事業について
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令
和
４
年
11
月
25
日
～
28
日
の
４
日
間
、

沖
縄
県
へ
の
視
察
研
修
に
行
か
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
道
外
へ
は
３
年
振
り
、
沖
縄
へ

の
研
修
は
４
年
振
り
と
な
り
、
役
員
か
ら

は
藤
井
郁
恵
さ
ん
と
私
が
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
、
研
修
先
で
も
あ
る
「
Ｊ

Ａ
お
き
な
わ
」
の
直
営
店
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
う
ま
ん
ち
ゅ
市
場
（
直
売
所
）

の
20
周
年
感
謝
祭
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
北
竜
地
区
代
表
理
事　

北
清
裕
邦
さ
ん
、
同
じ
く
理
事
の
永
井
稔

さ
ん
、
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
生
産
組
合
組
合

長 

北
清
直
人
さ
ん
、
同
じ
く
副
組
合
長 

後
藤
敦
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
北
竜
支

所
職
員
の
渡
辺
拓
也
さ
ん
に
随
行
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

私
達
が
店
頭
に
立
っ
た
26
日
、
27
日
の

２
日
間
を
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
２
班

に
分
か
れ
、
新
米
の
販
売
を
し
ま
し
た
。

　

特
別
販
売
ブ
ー
ス
は
、
店
内
入
口
を
入
っ

て
す
ぐ
真
正
面
の
お
客
様
の
誰
も
が
目
に

留
ま
る
所
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
て

も
あ
り
が
た
い
場
所
に
立
た
せ
て
頂
け
る

分
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
、
う
ま
く
接
客
で

き
る
か
開
店
に
近
づ
く
に
つ
れ
緊
張
が
高

ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
開
店
と
同
時
に
沢
山

の
お
客
様
が
入
店
さ
れ
た
こ
と
に
と
て
も

驚
き
ま
し
た
が
、
気
づ
け
ば
私
達
も
自
然
と

声
が
出
て
呼
び
込
み
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
「
な
な
つ
ぼ
し
」・「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

の
試
食
販
売
を
行
い
、
お
買
い
上
げ
頂
い

た
方
に
は
「
き
た
く
り
ん
パ
ッ
ク
ご
飯
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
布
致
し
ま
し
た
。

　

試
食
は
26
日
「
な
な
つ
ぼ
し
」、
27
日
は

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
で
行
い
、
食
感
を
損
な
わ

な
い
よ
う
に
握
ら
ず
優
し
く
ラ
ッ
プ
に
包

み
提
供
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
品
種
も
「
と
て
も
美
味
し

い
！
」
と
、
３
キ
ロ
・
５
キ
ロ
と
も
に
沢

山
お
買
い
上
げ
頂
き
、
ま
た
、
感
謝
祭
の

目
玉
商
品
30
キ
ロ
紙
袋
も
２
日
間
で
両
品

種
合
わ
せ
て
３
袋
販
売
す
る
事
が
で
き
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
１
つ
嬉
し
か
っ
た
事
と
し

て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
布
を
し
た
「
き
た
く

り
ん
パ
ッ
ク
ご
飯
」
を
そ
の
日
に
召
し
上

が
っ
て
下
さ
っ
た
お
客
様
が
再
度
来
店
さ

れ
た
際
に
「
昨
日
食
べ
た
ら
美
味
し
か
っ

た
よ
」
と
の
お
声
を
聞
け
た
事
で
す
。
と

て
も
嬉
し
く
、今
後
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
私
達
は
、

農
家
視
察
に
も
行
か
せ
て
頂
き
、
ピ
ー
マ

ン
と
に
ん
じ
ん
の
栽
培
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ピ
ー
マ
ン
農
家
で
は
防
除
に
防
除
用
の

「
ダ
ニ
」
を
使
用
し
て
い
る
事
や
、
収
穫
遅

れ
に
な
っ
た
赤
い
ピ
ー
マ
ン
の
方
が
高
値

に
な
る
な
ど
の
お
話
を
聞
き
、
大
変
驚
き

ま
し
た
。

　

に
ん
じ
ん
農
家
で
は
、
沖
縄
の
に
ん
じ

ん
は
甘
く
、
ま
た
、
収
穫
す
る
際
は
と
て

も
折
れ
や
す
く
繊
細
だ
と
い
う
事
、
年
々

高
齢
化
で
生
産
者
が
減
少
し
て
い
る
等
の

お
話
を
お
聞
き
し
、
後
継
者
、
人
材
不
足

な
ど
、
沖
縄
も
北
海
道
も
抱
え
て
い
る
悩

み
は
一
緒
な
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
道
外
研
修
で
は
、
ひ
ま
わ
り
ラ
イ

ス
が
沖
縄
の
方
々
に
認
識
さ
れ
、
愛
食
し

て
頂
い
て
い
る
事
に
誇
り
を
感
じ
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
今
回
、
農
協
理
事
、

ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
生
産
組
合
の
方
々
と
研

修
を
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
き
、
販
売
を
通
し

て
生
産
者
と
し
て
の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

何
度
も
う
ま
ん
ち
ゅ
市
場
や
各
地
で
販
売

を
経
験
さ
れ
て
い
る
の
で
、
私
達
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
頂
き
、
と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
色
々
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
大
盛
況
で
終
え
ら
れ
た
事
に
安
堵
致

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
消
費
者
と
生

産
者
と
の
対
面
販
売
が
難
し
い
昨
今
、
こ

の
様
な
貴
重
な
機
会
を
頂
き
ま
し
た
役
場
、

農
協
、
各
関
係
者
の
皆
様
に
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
北
竜
支
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
長  

辻
　
圭
子

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

道
外
研
修
を
お
え
て



21 令和５年１月号

　平成２８年４月１日に施行された「農業委員会等に関する法律」により、町長は、委員を任命

しようとするときは、あらかじめ、農業者、農業者が組織する団体その他の関係者に対し候補者

の推薦を求めるとともに、広く一般に公募を行い、その候補者から町長が議会の同意を得て任命

することになりました。

　つきましては、令和５年７月選任の北竜町農業委員会の委員について、農業に関する見識を有し、

農地等の利用に関して最適化及び農業委員会の所掌に属する事項に関し、その職務を適切に行う

事ができる方の推薦又は募集を行います。

　具体的な事務と公募方法と選任については次のとおりとなります。

（１）　推薦・応募を求める農業委員数（中立委員を含む）　…　１０名

（２）　農業委員の任期　…　令和５年７月２０日から令和８年７月１９日までの３年間

（３）　農業委員の仕事

　　　①農地の売買や貸借の許可、農地転用案件への意見具申、遊休農地の調査・指導などの

　　　　農地に関する事務を執行。毎年農地の利用状況を調査、遊休農地への対応を決定。

　　　　農地所有者へ指導、農地の遊休化を把握。

　　　　農地が遊休化している場合には、農地所有者に対し指導を実施。

　　　②農地等の利用の最適化の推進。

（４） 応募の期間　…　令和５年１月１０日（火）から令和５年２月２４日（金）まで

（５）　推薦及び応募について

　　　①個人からの推薦　　　②法人又は団体からの推薦　　　③一般応募

（６）　応募書類の請求・提出、お問い合わせ

　　　①②北竜町農業委員会委員候補者推薦書（様式第１号）（様式第２号）

　　　③北竜町農業委員会委員候補者応募申込書（様式第３号）

　　　書類の請求・提出のお問い合わせは、農業委員会事務局にご連絡ください。

　　　書類の様式は、北竜町のホームページからもダウンロードできます。

■問い合わせ先・書類の送付先

【北竜町農業委員会事務局】　〒０７８-２５１２ 雨竜郡北竜町字和１１番地１（℡：３４－２１１１）

北竜町農業委員会の委員候補者の
推薦・募集について

２０歳になったら国民年金
　国民年金は、国内に住所を有する２０歳から６０歳までの厚生年金に加入していないすべての

方が加入することになっており、２０歳になった方には、日本年金機構から、「国民年金加入の

お知らせ」や納付書等により、国民年金に加入したことをお知らせします。

　年金なんて先の事と思うかもしれませんが、老後の備えとしてだけではなく、病気や事故で障

がいが残った時など、働くことができなくなった時の生活を支えてくれます。そのためには、国

民年金に加入し、保険料をきちんと納めていなければなりません。学生などの収入が少ない方は、

保険料の猶予や免除などの制度もありますので、お気軽にご相談ください。

■問い合わせ先
【砂川年金事務所】　℡０１２５－５２－２１４４　／　【役場住民課戸籍年金係】　℡３４－２１１１
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■入園の申込及び問い合わせについては、
　役場住民課福祉係（℡３４－２１１１）までお願いします。

１．延長保育

　　　定時にお迎え出来ない場合に限り時間を延長して保育を行います。

　　　○延長時間：「月～金」午後４時～午後６時

　　　○保育料：３００円～３，０００円（利用時間によって変わります）

２．拡大延長保育

　　　延長保育に加え、更に朝３０分、夜３０分間拡大して保育を行います。

　　　○延長時間：「月～金」午前７時３０分～午前８時、午後４時～午後６時３０分

　　　○保育料：一律５，０００円（月額）

３．休日保育

　　　土、日、祝日に保育を行います。

　　　※ただし、お盆（８月１４～１５日）、年末年始（１２月３０日～１月５日）、

　　　　園内美装清掃（９月１８～１９日）は完全休園とします。

　　　○保育時間：午前８時～午後４時

　　　○保育料：一律１，０００円（日額）

１．４歳児クラス以上は入園条件はありません。

２．未満児クラス（３歳児以下）は両親共働き、産前産後の間もない方で、家庭において保

育できない場合に入園いただけます。また、今までは農繁期などで一定期間保育を利用され

ていたお子様も仕事をしている間は入園が可能です（農閑期など仕事をしていない間は退園

となります。当初の申し込みよりも早い時期に仕事が終了した場合、その時点で退園となり

ます）。

　※共働きでなくなった場合は、退園していただくこととなります。

　※令和４年度より、就労証明書の様式が変わり、地区民生委員の証明が不要となりました。

　　なお、証明書の有効期限は証明日より３か月となります。

入園条件

特例（働く保護者の方のみ）

やわら保育園の
入園申込みについて

　令和５年度におけるやわら保育園の４月入園申込みにつきましては、在園児も含めまして、１月中に

案内を送付致しますので、１月３１日（火）までに申込みをされますようお願い致します。入園希望の

方は、忘れずにご提出下さい。

　また、未満児クラス（３歳児以下）のお子様の保育園への入園につきましては、下記の点にご留意の

上、申込みをされますようお願い致します。
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本町に住所を有する難病患者（国及び北海道が指定する指定難病・特定疾患者）の方に対し、

通院費の一部を助成致しますので、該当される方は申請されますようお知らせ致します。

■受給者証サンプル

※受給者証は、白とクリ
ーム色の２種類あります。

①対象者

　深川保健所より「特定医療費（指定難病）受給者証」の交付を受け

　ている難病患者の方

②申請期間

　　令和５年１月６日（金）から１月３１日（火）まで

③申請場所

　　役場住民課福祉係

④申請に必要なもの

　　① 特定医療費（指定難病）受給者証

　　② 印鑑

　　③ 口座振替を行う金融機関の口座番号

　※なお、この助成は毎年１月に申請を行っていただくことにより、

　　受給資格が発生します。

※平成２０年９月３０日にて北海道の経過措置が終了している

ため、ウイルス性肝炎・橋本病患者の方は対象外となります。

●  難病患者通院費助成のお知らせ  ●

■昭和３７年度～昭和５３年度生まれの男性のみなさんへ

風しんの抗体検査・予防接種はお済みですか？

　対象の男性のみなさんには、令和４年４月に風しんの抗体検査と予防接種が無料で受けられるクーポ

ン券を送付しています。あなたとこれから生まれてくる世代の子どもを守るために、風しんの抗体検査

と、抗体の少ない方は風しん予防接種を受けましょう！

検査に関する問合せ、またはクーポン券を紛失した方は住民課保健指導係までご連絡下さい。

【問い合わせ先】住民課保健指導係　℡３４－２１１１

　この年代の男性は、過去に公的な予防接種が行われていないため、

風しんの免疫がついていない可能性があります。成人がかかると症状

が重くなることがあり、また周囲に感染を広げてしまうおそれがあり

ます。特に妊娠初期の妊婦さんが感染すると、お腹の赤ちゃんに先天

性の障害が起きることがあります。

　抗体検査クーポン券の有効期限は令和５年２月末（予防接種は３月

末まで）となりますので、期限までにまずは抗体検査を受けましょう。 風しん抗体検査・
予防接種クーポン券
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問い合わせ先：役場建設課建築住宅係　℡３４－２１１１

　毎年冬になると、屋根に積もった雪や氷、つららなどが落ちて、歩行者がケガをしたり、

死亡する事故が起こっています。冬期間の通行を円滑にし、事故をなくすため、特に次

のことに注意をお願いします。

●屋根の雪や氷、つららなどが道路に落ちる構造の建物には、事故を防ぐため、

　丈夫な雪止めなどを付けるようにしてください。

●雪止めが付いていても、強さが足りなかったり、針金などの錆や老朽化による

　破損が原因で落ちることもあるので、必ず点検して、悪いところは修繕して

　ください。

●屋根の雪や氷、つららなどは気温がマイナス３度から

　プラス３度程度のときに落ちやすくなります。 

　歩行者や遊んでいる子供たちに注意して、早めに雪や氷、

　つららなどを落としてください。

●ビルの壁、窓枠、突出看板等から落ちる雪や氷は少量でも危険です。

　付着した雪や氷は、こまめに取り除くようにしてください。また、雪などを除

　去する際には、歩行者への十分な安全対策を行うようにしてください。

●雪や氷が落ちるおそれのある軒下などを通行している歩行者には、十分注意を

　促すようにしてください。軒下では子供たちを絶対遊ばせないように注意して

　ください。

●屋根から雪が落ちた時は、直ちに人が巻き込まれていないか

　確かめると共に、　速やかに落ちた雪を処理してください。

●歩行者や車の通行の支障となりますので、屋根から落ちた

　雪や敷地内の雪は絶対に道路に出さないでください。

屋根から落ちる
雪や氷の事故防止について
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・北海道後期高齢者医療制度被保険者であること

・給与等の支払いを受けている者であること（賞与は除く）

・業務災害以外の理由による感染症等のため労務に服することができず、受けることができる

　はずであった給与等の全部又は一部を受けることができない者であること

※支給対象期間の終了日は、当初の令和２年１２月３１日から延長されています。

※支給対象期間は再度延長される場合があります。

※入院が継続される場合等は、支給を始めた日から通算して１年６ヶ月まで対象となります。

※支給申請を受ける権利は、労務に服することができない日ごとに、その翌日から２年間と

　なります。

※支給対象日は、療養のため労務に服することができなくなった日から起算して４日目以降の

　「就労を予定していた日」となります。

※１日当たりの支給額に上限があります。

■申請には、事業主の証明書が必要となります。また、入院した場合は、医師の意見書が必要

　となります。

■申請をする場合は、必ず事前にお住まいの市区町村へ連絡し、必要書類等を確認してください。

■以下の条件をすべて満たす方

■令和２年１月１日から令和５年３月３１日の間

■直近３カ月間の給与収入合計額÷就労日数×３分の２×支給対象日数

■対象者

■支給対象期間

■支給額の計算方法

■申請方法

　後期高齢者医療制度に加入している被保険者の方が新型コロナウイルス感染症に感染（疑い

を含む）した場合に、傷病手当金を支給できる場合があります。

後期高齢者医療制度のお知らせ
～  傷病手当金の支給について　～

【問い合わせ先】

　　●北海道後期高齢者医療広域連合
　　　〒０６０－００６２　札幌市中央区南２条西１４丁目国保会館６階
　　　℡０１１‐２９０‐５６０１

　　●北竜町役場住民課国保医療係　℡３４－２１１１
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福祉灯油代等助成・除雪費助成について

 ●助成対象世帯　　　

　　次の要件１～３をすべて満たしている世帯です。

　　　１．居住要件～１２月１日現在、北竜町に現に居住している世帯(入院者、施設入所者等を除く)

　　　２．所得要件～本年度の町民税が非課税の世帯または、町民税の均等割額のみが課税されている世帯

　　　３．世帯要件～次のいずれかに該当する世帯

　　　　　①世帯主が６５歳以上で同居の親族も６５歳以上の方で構成されている世帯

　　　　　②６５歳以上の独居世帯

　　　　　③世帯全員が病弱で除雪が困難な世帯

　　　　　④その他町長が特に認める世帯

 ●助 　成 　額　　（１）玄関前の除雪（２）屋根・窓の除雪

　　　　　　　　　　上記で業者等へ支払った額の２分の１（ただし（１）（２）ともに２０，０００円が限度）

 ●申 請 期 間　　令和４年１２月２６日（月）～ 令和５年２月２８日（火）までに、 領収書等を添付の上、

　　　　　　　　　　 申請書を提出下さい。

除 雪 費 助 成

 ●助成対象世帯　　　

　　次の要件１～３をすべて満たしている世帯です（暖房用に灯油を使用しない住宅に居住している者を除く）。

　　　１．居住要件～１２月１日現在、北竜町に現に居住している世帯(入院者、施設入所者等を除く)

　　　　　　　　　　（令和４年１２月１日～令和５年３月３１日の間、各月ごとにその月の半分以上の日に

　　　　　　　　　　 自宅に滞在することが見込まれる方）

　　　２．所得要件～本年度の町民税が非課税の世帯または、町民税の均等割額のみが課税されている世帯

　　　３．世帯要件～次のいずれかに該当する世帯

　　　　　①世帯主が６５歳以上で同居の親族も６５歳以上の方で構成されている世帯

　　　　　②６５歳以上の独居世帯

　　　　　③身障手帳１級及び２級の交付を受けた方で、その方の収入で生計を営んでいる世帯

　　　　　④義務教育期間終了前のお子さんを養育し、児童扶養手当を受給している母子世帯及び父子世帯

　　　　　　（扶養義務者等と同居している場合は、扶養義務者などが町民税非課税世帯または町民税均等割

　　　　　　 額のみの場合に限り対象）

 ●助 　成 　額　　●灯油代：１５，０００円 　 ●電気代：１０，０００円 　 ●ガス代：１０，０００円

　　　　　　　　　　 ※申請できるのは、灯油代、電気代、ガス代のうち

　　　　　　　　　　　　主力暖房として利用しているもの１つになります。

 ●申 請 期 間　　令和４年１２月２６日（月）～ 令和５年２月２８日（火）まで

　　　※年齢要件及び灯油代助成額については、燃料価格の高騰による今年度のみ特例措置となります。

福 祉 灯 油 代 助 成

　町では今年度においても、在宅福祉の向上を図ることを目的に、次の世帯に暖房用灯油代及び暖房用電

気代、除雪費用の助成を行います。申請方法は、対象世帯へ１２月中に申請書を送付していますので、必

要事項を記入の上、領収書等と一緒に役場住民課福祉係まで提出してください（直接申請書を持参するの

が難しい方は、担当民生委員さんの定期訪問時に提出してください）。申請書受理後、所得要件を確認し

後日助成の有無等をお知らせいたします。

【問い合わせ先】　　役場住民課福祉係　℡３４－２１１１
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■募集職種　事務補助員（役場、学校、特別養護老人ホーム永楽園）

   募 集 人 員   若干名

   任 用 期 間   令和５年４月１日～令和６年３月３１日

   勤 務 時 間   １日あたり７時間４５分以内（休憩１時間除く）で町が指定する時間（配属先により異なる）

   報　　　　酬   日額７，１４８円～（勤務時間によって変動あり）

　　　　　　　　　※金額は募集時点のものですが、給与改定時に変更となる場合があります。

   各 種 保 険   雇用保険、共済組合、厚生年金保険適用

   手 当 等   期末手当、通勤手当 等

   応 募 資 格   町内に住所を有し在住するもので、普通運転免許取得者

   募 集 期 間   令和５年１月１０日から１月２７日まで

   応 募 方 法   履歴書（町指定様式）、健康診断書、運転免許証の写しを添えて、

　　　　　　　　　『役場総務課庶務係』へ提出し申込み下さい。

■募集職種　用務員（役場、学校）

   募 集 人 員   若干名

   任 用 期 間   令和５年４月１日～令和６年３月３１日

   勤 務 時 間   １日あたり７時間４５分以内（休憩１時間除く）で町が指定する時間（配属先により異なる）

   勤 務 内 容   施設管理(冷暖房操作、除雪、草刈、施設まわり環境整備等)

　 報　　　　酬   日額７，１４８円～（勤務時間によって変動あり）

　　　　　　　　　※金額は募集時点のものですが、給与改定時に変更となる場合があります。

   各 種 保 険   雇用保険、共済組合、厚生年金保険適用

   手 当 等   期末手当、通勤手当 等

   応 募 資 格   町内に住所を有し在住するもので、普通運転免許取得者

   募 集 期 間   令和５年１月１０日から１月２７日まで

   応 募 方 法   履歴書（町指定様式）、健康診断書、運転免許証の写しを添えて、

　　　　　　　　　『役場総務課庶務係』へ提出し申込み下さい。

■募集職種　介護職・看護職（特別養護老人ホーム永楽園）

   募 集 人 員   若干名

   任 用 期 間   令和５年４月１日～令和６年３月３１日

   勤 務 時 間   面接時に協議

   報　　　　酬   日額７，１４８円～（勤務時間によって変動あり）

　　　　　　　　　※金額は募集時点のものですが、給与改定時に変更となる場合があります。

   各 種 保 険   面接時に協議

   応 募 資 格   町内に住所を有し在住するもの

   募 集 期 間   令和５年１月１０日から１月２７日まで

   応 募 方 法   履歴書（町指定様式）、健康診断書を『役場総務課庶務係』へ提出し申込み下さい。

　　　　　　　　  （※介護職～介護福祉士等の資格を取得されている場合は、写しも添えて提出して下さい）

　　　　　　　　  （※看護職～看護師・准看護師免許の写しも添えて提出して下さい）

詳細は町ホームページをご覧下さい。

町では、令和５年度の会計年度任用職員を下記により募集いたします。

会計年度任用職員を募集

【書類提出先・問い合わせ先】　役場総務課庶務係　℡３４－２１１１
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本年度の臨時総会が去る１１月２４日北竜町合同庁舎において開催され、議長に西山孝則氏、議事録記名人に

竹林義晃氏、五十嵐雅弘氏をそれぞれ選任して別掲のとおり全議案が可決されました。

議案番号 件名 内容 結果

承認議案

第１号

令和３年度事業報告及び
収入支出決算書並びに財
務諸表の承認について

令和３年度事業報告、収入支出決算書、財務諸表の承認を求めるもの。
　収入決算額　　1,087,731千円
　支出決算額　　1,039,966千円
　差 引 残 額　    47,765千円

原案

承認

第１号
北竜土地改良区　財産処
分について

同

第２号
令和４年度 積立金の会
計繰入額の一部変更につ
いて

同

第３号
令和４年度会計収入支出
第１回補正予算の専決処
分について

当区規約第38条に基づき理事会において、第１回補正予算専決処分したことを報告するもの。 同

第４号
令和４年度会計 収入支出
第２回補正予算について

既定予算額より4,067千円を増額し、第２回補正予算額を514,822千円とするもの。 同

令和４年度臨時総会で補正予算などを可決

所在 地目
面積

㎡当り(円)
単価

㎡当り(円)
譲受先 摘要

雨竜郡北竜町字三谷
204番地70

用悪水路 94 54 川村隆一 有償

雨竜郡北竜町字三谷
512番地13

雑種地 79 79 川村隆一 有償

雨竜郡北竜町字三谷
204番地12

用悪水路 20 54
みずほ

ファーマーズ
有償

雨竜郡北竜町字三谷
204番地13

用悪水路 605 54
みずほ

ファーマーズ
有償

雨竜郡北竜町字三谷
512番地46

用悪水路 499 54
みずほ

ファーマーズ
有償

雨竜郡北竜町字三谷
513番地5

用悪水路 96 54
みずほ

ファーマーズ
有償

積立金の種類 金額 増減 付記

中心経営体農地集積
促進事業積立金繰入金

     656,000
0 事業費充当の為

    （656,000）

役員退任功労
積立金繰入金

53,000
53,000 役員退任に伴う功労金

(0)

道営土地改良事業北竜南1地区に於いて、
次の土地改良施設財産を普通財産に用途廃止し処分する。

令和４年度会計に充当するため、下記の通り積立金の一部を追加し会計に繰入する。

　令和３年度会計 収入支出決算 内訳
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科　　目 当年度（円） 前年度（円） 増減 科　　目 当年度（円） 前年度（円） 増減

Ⅰ．資産の部 Ⅱ．負債の部

１．流　動　資　産 １．流　動　負　債

 　　現金及び預金 43,290,853 33,533,927 9,756,926 　　　　未払金 1,547,124 1,103,493 443,631

 　　短期未収金 6,021,400 5,973,000 48,400 　　　　預り金 1,547,124 1,103,493 443,631

　　流動資産合計 49,312,253 39,506,927 9,805,326 　　流動負債合計

２．固　定　資　産 ２．固　定　負　債

 （１）有形固定資産 　　 公庫資金等長期借入金 680,290,340 1,158,403,591 △ 478,113,251

 　　　建物及び附属設備 1,609,580 1,609,580 0 　　 その他長期借入金 630,758,766 482,807,597 147,951,169

 　　　所有土地改良施設 1,968,122,026 1,968,601,206 △ 479,180 　　 役員退任功労引当金 1,161,521 3,099,417 △ 1,937,896

 　　　土地改良施設用地等 2,189,425 2,186,935 2,490 　　 職員退職給与引当金 59,606,494 56,612,105 2,994,389

 　　　事務所備品 598,733 640,137 △ 41,404 　　 地区除外等決済金引当金 4,286,801 4,054,713 232,088

 　　　車両運搬具 338,806 751,296 △ 412,490 　　 リース債務 600,000 900,000 △ 300,000

 　　　工具、器具等 544,167 724,567 △ 180,400

    　有形固定資産合計 1,973,402,737 1,974,513,721 △ 1,110,984

 （２）無形固定資産 　　固定負債合計 1,376,703,922 1,705,877,423 △ 329,173,501

 　　　ソフトウェア 600,000 905,850 △ 305,850

    　無形固定資産合計 600,000 905,850 △ 305,850 　　負債合計 1,378,251,046 1,706,980,916 △ 328,729,870

 （３）その他固定資産

 　　　基本財産　 Ⅲ．正味財産の部

　　　　備荒積立金 89,625,458 89,325,458 300,000 １．指定正味財産

    　基本財合計 89,625,458 89,325,458 300,000 　　指定正味財産合計 0 0 0

 　　　特定資産 ２．一般正味財産 852,433,317 564,920,230 287,513,087

 　　　 役員退任功労金積立金 1,161,521 3,100,814 △ 1,939,293 　　（うち基本財産への充当額） (89,625,458) (89,325,458) (300,000)

 　　　 職員退職手当積立金 54,954,995 51,701,903 3,253,092 　　（うち特定財産への充当額） (54,686,000) (106,532,397) (△51,846,397)

 　　　 地区除外等決済金積立金 4,286,801 4,054,713 232,088

 　　　 道営負担金償還準備積立金 54,030,000 105,900,000 △ 51,870,000 正味財産合計 852,433,317 564,920,230 287,513,087

 　　　 中心経営体農地集積促進事業積立金 656,000 631,000 25,000

 　   特定資産合計 115,089,317 165,388,430 △ 50,299,113

 　　　その他資産

 　　　　出資金 1,744,000 1,744,000 0

 　　　　職員福利厚生資金貸付金 910,598 516,760 393,838

 　   その他資産合計 2,654,598 2,260,760 393,838

 　  その他固定資産合計 207,369,373 256,974,648 △ 49,605,275

    固定資産合計 2,181,372,110 2,232,394,219 △ 51,022,109

３．繰延資産

    繰延資産合計 0 0 0

資　　産　　合　　計 2,230,684,363 2,271,901,146 △ 41,216,783 負債及び正味財産合計 2,230,684,363 2,271,901,146 △ 41,216,783

　

令和 4年 3月 31 日現在貸 借 対 照 表
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科　　目 当年度（円） 前年度（円） 増減 科　　目 当年度（円） 前年度（円） 増減

Ⅰ．一般正味財産増減の部 　　　　　選挙費

１．経常増減の部 　選挙費

　　（１）経常収入 　　選挙費 16,000 0 16,000

　　　　賦課金 　　　　土地改良事業費

経常賦課金 土地利用調整推進事業費

　経常賦課金 225,747,845 220,498,505 5,249,340 　北竜北地区土地利用調整推進事業費 0 0 0

特別賦課金 　北竜北西地区土地利用調整推進事業費 0 0 0

　特別賦課金 24,163,123 21,958,656 2,204,467 　渭の津地区土地利用調整推進事業費 0 0 0

　　　　使用料 調査設計等受託金

使用料 　調査設計等受託金 1,516,000 1,313,400 202,600

　使用料 939,320 960,150 △ 20,830 国営造成施設管理体制整備促進事業

　　　　補助金及び交付金 　国営造成施設管理事業受託事業費 714,000 714,000 0

補助金 　　　　事業分担金

　北竜北地区土地利用調整推進事業補助金 0 0 0 事業分担金

　北竜北西地区土地利用調整推進事業補助金 0 0 0 　道営事業分担金 144,590,117 131,293,846 13,296,271

　渭の津地区土地利用調整推進事業補助金 0 0 0 　　　　諸税及負担金

　中心経営体農地集積促進事業補助金 324,395,185 15,583,975 308,811,210 諸税

国営造成施設管理事業補助金 　公租公課 45,000 45,000 0

　国営造成施設管理事業補助金 7,620,000 7,578,000 42,000 負担金

償還負担金 　合同庁舎管理負担金 2,612,000 2,587,000 25,000

　償還負担金 11,718,663 12,618,610 △ 899,947 　負担金 2,151,240 2,356,211 △ 204,971

助成金 　事業負担金 13,219,699 11,536,816 1,682,883

　助成金 370,956 360,309 10,647 　　　　償還金

　経営安定基盤整備緊急支援事業助成金 0 770,000 △ 770,000 　 農林漁業資金償還金

担い手育成支援事業助成金 　償還利子 1,305,627 2,439,612 △1,133,985

　担い手育成支援事業助成金 0 310,000 △ 310,000 繰上償還金

　　　　財産収入 　繰上償還金（内償還利子） 33,511 18,677 14,834

財産運用収入 　　　　諸支出金

　財産売払収入 5,700 41,650 △ 35,950 一時借入金利子

　預金利子 117,446 259,594 △ 142,148 　一時借入金利子 1,134 350 784

　配当金 11,598 10,747 851 諸費

　　　　受託金及補償金 　賦課金徴収費 51,975 52,635 △ 660

受託金 　保険料 312,764 300,993 11,771

　調査設計等受託金 1,515,800 1,313,400 202,400 　式典費 149,437 157,799 △ 8,362

基幹水利施設管理事業受託金 　職員厚生費 129,735 136,508 △ 6,773

　基幹水利施設管理事業受託金 6,021,400 5,973,000 48,400 　雑費 25,284 69,961 △ 44,677

国営造成施設管理事業受託金 　表彰費 150,000 0 150,000

　国営造成施設管理事業受託金 714,000 714,000 0 　 中心経営体農地集積促進事業費

　　　　諸収入 　中心経営体農地集積促進事業交付金 39,936,700 28,334,500 11,602,200

諸収入 　　　　減価償却費

　加入金 112,000 0 112,000 所有土地改良施設減価償却費 93,391,100 92,718,334 672,766

　預金利子 674 683 △ 9 事務用備品減価償却費 255,904 274,141 △ 18,237

　雑入 935,017 817,245 117,772 　 車両運搬具減価償却費 412,490 773,839 △ 361,349

　決済金 232,088 104,199 127,889 工具、器具等減価償却費 180,400 180,400 0

　繰上償還金 750,618 2,298,043 △1,547,425 ソフトウェア減価償却費 305,850 370,200 △ 64,350

　　　経常収入計 605,371,433 292,170,766 313,200,667 　　　　引当金等繰入 0

　　　　（２）経常支出 役員退任功労金引当金繰入 1,133,397 495,417 637,980

　　　　　一般管理費 職員退職給与金引当金繰入 3,381,297 5,182,350 △1,801,053

　事務費 地区除外等決済金引当金繰入 232,088 108,539 123,549

　　報酬 4,643,000 4,795,250 △ 152,250 　　経常支出計 410,772,756 382,502,053 28,270,703

　　俸給給与 41,688,510 40,544,514 1,143,996 　　当期経常増減額 194,598,677 △ 90,331,287 284,929,964

　　役員退任功労金 0 636,375 △ 636,375 ２．経常外増減の部

　　諸保険掛金 0 0 0 　　（１）経常外収入

　　賃金 8,665,775 8,745,578 △ 79,803 固定資産受贈収入

　　旅費 0 0 0 　所有土地改良施設受贈益 92,911,920 90,742,410 2,169,510

　　費用弁償 128,040 155,960 △ 27,920 　土地受贈益 2,490 5,186 △ 2,696

　　需用費 636,000 688,000 △ 52,000 会計移行収入繰入

　　使用料及賃借料 1,266,238 968,311 297,927 　過年度修正 0 0 0

　　営繕費 1,346,242 1,427,318 △ 81,076 　経常外収入計 92,914,410 90,747,596 2,166,814

　　研修費 260,000 0 260,000 　　（２）経常外支出

　　交際費 229,107 229,761 △ 654 会計移行支出繰出

　会議費 　過年度修正 0 0 0

　　会議諸費 81,424 47,355 34,069 　経常外支出計 0 0 0

　　　　　営造物管理費 　　固定資産除却損失 0 0 0

　営造物管理費 　当期経常外増減額

　　維持工事費 17,785,513 16,718,775 1,066,738 　当期一般正味財産増減額 287,513,087 416,309 287,096,778

　　維持管理費 19,463,946 18,649,178 814,768 　一般正味財産期首残高 564,920,230 564,503,921 416,309

　　補助金 0 0 0 　一般正味財産期末残高 852,433,317 564,920,230 287,513,087

　　敷地補償費 16,647 26,875 △ 10,228 Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　敷地買収費 88,165 88,655 △ 490 　　１　受取補助金等

　　安全対策事業費 0 1,346,620 △1,346,620 　　　　受取補助金等計 0 0 0

調査設計費 　　２　一般正味財産への振替額

　調査設計費 2,200,000 0 2,200,000 　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

基幹水利施設管理事業費 　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　基幹水利施設管理事業費 6,021,400 5,973,000 48,400 　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ．正味財産期末残高 852,433,317 564,920,230 287,513,087

　

令和 3年 4月 1日から
令和 4年 3月 31 日正 味 財 産 増 減 計 算 書
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１．重要な会計方針

　本財務諸表は、土地改良区会計基準（平成23年4月1日22農振第2410号）により作成している。

　（１）資産の評価基準及び評価方法

　　　 取得価格が不明な一部の資産の評価に当たっては次によっている。

　　　　土地及び附属設備：固定資産税課税評価額による。

　　　　所有土地改良施設：①土地改良財産台帳に登載されている造成価格に土地改良区が負担した割合を乗じ、減価償却累計額を控除

　　　　　　　　　　　　　　した価格とする。

　                        ②補償工事及び災害復旧工事で造成された施設については、新設と同様の扱いで造成された施設は、一般的

　　　　　　　　　　　　　　な事業の負担割合を用いている。

　　　　土地改良施設用地等：平成30年度固定資産税課税評価額によることとし、非課税用地の取得用地は1円の備忘価格とする。

　　　　受託土地改良施設使用収益権：土地改良区財産台帳に登載されているものについては算出対象とする。

　（２）固定資産の減価償却の方法

　　　①土地改良施設等の減価償却の方法

　　　　定額法による減価償却を平成３０年度より実施している。過年度分について経過期間に応じた減価償却累計額を求めている。

　　　　なお、耐用年数については、農水省【土地改良事業における経済効果の測定に必要な諸係数について】の標準耐用年数を用いて

　　　　いる。また、貸借対照表価格は直接法による。

　　　②その他固定資産の減価償却の方法

　　　　定額法による減価償却を平成３０年度より実施している。過年度分について経過期間に応じた減価償却累計計額を求めている。

　　　　なお、耐用年数については、【減価償却資産の耐応年数等に関する省令】（昭和４０年大蔵省令第１５号）の耐用年数を用いている。

　　　　また、貸借対照表額は直接法による。

　（３）引当金の計上基準

　　　役員退任功労引当金 ……… 役員退任功労に備える為、当期における退任功労金債務に基づき、当期に発生していると認められる

　　　　　　　　　　　　　　　　額を計上している。なお、退任功労金債務は役員等の報酬、費用弁償に関する規定に基づいて計上し

　　　　　　　　　　　　　　　　ている。

　　　職員退職手当引当金 ……… 職員の退職手当に備える為、当期における退職手当債務に基づき、当期に発生していると認められる

　　　　　　　　　　　　　　　　額を計上している。なお、退職手当債務は職員退職給与金規程に基づいて計上している。

　　　地区除外等決済金引当金 … 転用した土地に係る年賦支払金及び事業費、負担金又は分担金に充てる為計上している。

　　　　　　　　　　　　　　　　なお、決済金単価は決済金算定基準に基づき計上している。

　（４）消費税等の会計処理

　　　 消費税等の会計処理については、税込方式による。

２．重要な会計方針の変更

　（１）会計処理の原則又は手続の変更

　　　 平成３０年度より「単式簿記方式」から「複式簿記方式」に変更している。

３．基本財産、特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産、特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

　

財　務　諸　表　に　関　す　る　注　記

（単位：円）

科　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
備荒積立金 89,325,458 300,000 0 89,625,458

0

小　　　　計 89,325,458 300,000 0 89,625,458

特定資産

役員退任功労積立金 3,100,814 1,132,000 3,071,293 1,161,521

職員退職手当積立金 51,701,903 4,390,000 1,136,908 54,954,995

地区除外決済金積立金 4,054,713 232,088 0 4,286,801

道営負担金償還準備積立金 105,900,000 20,830,000 72,700,000 54,030,000

中心経営体農地集積促進事業積立金 631,000 656,000 631,000 656,000

小　　　　計 165,388,430 27,240,088 77,539,201 115,089,317

合　　　　計 254,713,888 27,540,088 77,539,201 204,714,775
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５.担保に供している資産

 　なし

６.固定資産等の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　（１）固定資産の取得価額、減価償却累計額、当期売却・除却額、当期売却末残高及び当期減価額は、次の通りである。 （単位：円）

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期除却額 当期末残高 当期減価額

土地及び附属設備 1,609,580 0 0 1,609,580 0

土地改良施設用地等 2,189,425 0 0 2,189,425 0

事務所用備品 9,827,028 9,228,295 0 598,733 255,904

車両運搬具 23,644,000 23,305,194 0 338,806 412,490

工具、器具等 2,241,370 1,697,203 0 544,167 180,400

ソフトウェア 1,851,000 1,251,000 0 600,000 305,850

合　　　計 41,362,403 35,481,692 0 5,880,711 1,154,644

（単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 貸借対照表上の記載区分

補
助
金

中心経営体農地集積促進事業補助金 北海道 0 324,395,185 324,395,185 0 一般正味財産

国営造成施設管理事業補助金 北竜町他 0 7,620,000 7,620,000 0 〃

助
成
金

助成金 雨竜町他 0 370,956 370,956 0 〃

合　　　計 0 332,386,141 332,386,141 0

（単位：円）

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 当期減価額

所有土地改良施設 3,910,784,186 1,942,662,160 1,968,122,026 93,391,100 

合　　　計 3,910,784,186 1,942,662,160 1,968,122,026 93,391,100 

（単位：円）

区　　　分 前期末残高
本年度増減額

当期末残高
増加（借入） 減少（償還）

土地改良区管理施設の負担に係る借入金 1,158,403,591 145,358,000 623,471,251 680,290,340

（単位：円）

区　　　分 前期末残高
本年度増減額

当期末残高
増加（借入） 減少（償還）

土地改良区管理施設の負担に係る借入金 482,807,597 220,904,000 72,952,831 630,758,766

（単位：円）

当期末残高
左のうち国庫補助金等

国　　　　費 道　　　費

0 0 0

　（２）所有土地改良施設の取得価額、減価償却累計額、当期末残高及び当期減価額は、次のとおりとする。

　（３）土地改良施設建設仮勘定にかかる補助金相当額については、次のとおりである。

７．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　なし

８．補助金、助成金の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　　補助金、助成金の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次の通りである。

９.指定正味財産から一般正味財産

　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次の通りである。

　　経常収入への振替額　０円　　　　経常外収入への振替額　０円　　　　合計　０円

10.関連当事者との取引の内容

　　なし

11.重要な後発事象

　　なし

12.公庫資金等長期借入金及びその他の長期借入金に係る固定負債の内訳

　（１）公庫資金等長期借入金

　（２）その他の長期借入金

４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

科　　　　目 当期末残高 （うち指定正味財産からの充当額）（うち一般正味財産からの充当額） （うち負債に対応する額）

基本財産
備荒積立金 89,625,458 (89,625,458)

小　　　　計 89,625,458 0 (89,625,458) 0

特定資産

役員退任功労積立金 1,161,521 (1,161,521)

職員退職手当積立金 54,954,995 (54,954,995)

地区除外決済金積立金 4,286,801 (4,286,801)

道営負担金償還準備積立金 54,030,000 (54,030,000)

中心経営体農地集積促進事業積立金 656,000 (656,000)

小　　　　計 115,089,317 0 (54,686,000) (60,403,317)

合　　　　計 204,714,775 0 (144,311,458) (60,403,317)



34

　

令和 4年 3月 31 日現在

科　　目 金額（円） 科　　目 金額（円）

Ⅰ．資産の部 　　　地区除外等決済積立金

１．流動資産 49,312,253 　　　　定期預金 1口 4,286,801

　　現金及び預金 43,290,853 　　　道営負担金償還準備積立金

　　　現　　　 金 4,526 　　　　定期預金 1口 54,030,000

　　　預　　　 金 　　　中心経営体農地集積促進事業積立金

　　　　普通預金 3口 43,286,327 　　　　定期預金 1口 656,000

　　短期未収金 6,021,400 　　その他資産 2,260,760

　　　基幹水利施設管理事業受託金 6,021,400 　　　出資金

２．固定資産 2,181,372,110 　　　　農林中央金庫札幌支店　 　　　   1,200口 120,000

（1）有形固定資産 1,973,402,737 　　　　北海道土地改良事業団体連合会　　　 25口 250,000

　　土地及び附属設備 　　　　北海道信用農業協同組合連合会　　　 30口 300,000

　　　住宅敷地（和 12 番地 2外 3筆） 1,609,580 　　　　きたそらち農業協同組合北竜支所  2,098口 1,049,000

　　所有土地改良施設 　　　　北空知信用金庫　　　　　　　　　　 50口 25,000

　　　ダム・ため池他 1,968,122,026 　　　貸付金

　　土地改良施設用地等 　　　　職員福利厚生資金貸付金 910,598

　　　北竜町碧水他 2,189,425 資　産　合　計 2,230,684,363

　　備品及び装置 Ⅱ．負債の部

　　　事務所用品 598,733 １．流動負債 1,547,124

　　車両運搬具 　　未払金

　　　自動車 338,806 　　　俸給給与　他 1,547,124

　　工具、器具等 ２．固定負債 1,376,703,922

　　　測量、工事用器具 544,167 　　公庫資金等長期借入金

（2）無形固定資産 600,000 　　　日本政策金融公庫 124 件 680,290,340

　　ソフトウェア 　　その他の長期借入金

　　　賦課システム他 600,000 　　　きたそらち農業協同組合 3件 468,969,766

（3）その他固定資産 207,369,373 　　　全国土地改良事業団体連合会 21 件 161,789,000

　　基本資産 89,625,458 　　役員退任功労引当金 1,161,521

　　　備荒積立金 　　職員退職給与引当金 59,606,494

　　　　定期預金 1口 89,625,458 　　地区除外等決済金引当金 4,286,801

　　特定資産 115,089,317 　　リース債務 600,000

　　　役員退任功労積立金 負　債　合　計 1,378,251,046

　　　　定期預金 1口 1,161,521 Ⅲ．正味財産の部

　　　職員退職給与積立金 正　味　財　産　合　計 852,433,317

　　　　定期預金 1口 54,954,995 負　債　及　び　正　味　財　産　合　計 2,230,684,363

財 産 目 録

　

　

組合員の資格に変更があった場合 農地を転用する場合

・組合員の死亡により、農地を相続した場合

・住所や組合員名を変更する場合

・農地の売買、贈与、交換等で名義変更があった場合

・農業者年金を受けるため経営移譲した場合

・農地を宅地等の農地以外に転用する場合

・農地が道路等の公共工事で買収された場合

 農業委員会、農協、役場で手続きを行っても、

 土地改良区に届け出がなければ台帳等の修正は行われませんのでご注意ください。

 各種届出様式は土地改良区で準備しておりますので印鑑等をご持参の上、手続きをお願いします。

農地を転用する場合、決済金がかかります

　届け出をお願いします！北竜土地改良区への

●農地転用申請と決済金の納付がない限り、土地改良区の土地台帳から賦課面積を削除できませんので、

　毎年そのまま賦課金がかかります。

●水田を宅地等に変更する場合、本土地改良区の意見書が必要ですが、交付されるまで現地調査等の

　事務手続きに一週間前後の日数を頂きますので余裕を持って申請してください。

●公共道路の転用申請の場合、事業主体との説明会・用地買収・ 契約調印の際は、

　転用申請・転用決済金等の問題も十分協議し、必ず土地改良区へ申請するようにお願いします。
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●
消
火
栓
の
除
雪
に

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

深川地区消防組合北竜消防団

団　長　　中　山　 成　幸

謹 賀 新 年

令和５年１月１０日(火) １５時００分より、北竜町農村環境改善センターで

式典を開催いたします。

令和５年 北竜消防出初式

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
輝
か
し
い
令
和
五
年
の
新
春

を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
年
頭

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
日
頃
か
ら
消
防
行
政
に
対
し
ま
し

て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で

自
然
災
害
が
猛
威
を
振
る
い
、
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
が
、
幸

い
に
も
北
竜
町
は
大
き
な
災
害
に
遭
う

こ
と
な
く
、
比
較
的
穏
や
か
な
一
年

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
災
害

は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
か
も

し
れ
な
い
災
害
に
備
え
る
た
め
に
も
、

個
人
や
自
主
防
災
組
織
等
が
主
体
と
な

り
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

北
竜
消
防
団
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

日
々
の
訓
練
や
資
機
材
の
確
保
に
努

め
、
北
竜
支
署
と
の
連
携
を
よ
り
一
層

強
化
し
、
大
規
模
災
害
に
対
応
で
き
る

よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
発
生
か
ら
約
三
年
が
経
過
し
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
や
治
療
薬
の
開
発
に
よ

り
、
終
息
の
兆
し
が
見
え
た
と
感
じ
て

お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
の
感
染
状
況
を

見
る
と
、
新
た
な
変
異
株
の
発
生
等
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
恐
ろ
し
さ
を

改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
消
防
団
行
事
の
規

模
縮
小
等
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
消
防

団
員
の
感
染
防
止
を
最
優
先
に
配
慮

し
、
消
防
団
組
織
力
の
低
下
と
な
ら
な

い
よ
う
活
動
を
行
い
、
町
民
皆
様
の
安

全
と
安
心
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
本
年
が
災
害
の
な
い
平
穏

な
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

冬
期
間
は
、
消
火
栓
が
雪
に
埋
も
れ

水
利
確
保
に
困
難
を
極
め
ま
す
。
北
竜

消
防
で
は
、
随
時
除
雪
に
努
め
て
お
り

ま
す
が
、
降
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は
対

応
が
十
分
に
行
き
届
か
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
冬
も
各
町
内
会
を
始
め

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　　　北竜町無火災期間  （令和４年１２月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　　　８９１日間
　　　　　　 第２分団区域　　　 ２，２８６日間

 令和４年深川地区消防組合管内火災発生件数　　　１１件
　 内訳　北　竜　０件　　深　川　６件　　秩父別　０件
　　　　 妹背牛　３件　　沼　田　２件
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２９３

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
　１月１８日(水)は午後１時３０分より浦本先生が深川市において介護
認定審査会に出席のため、午後より休診となります。また１月２０日
(金)、２３日(月)、２４日(火)は医師不在となります。

自 覚
じ かく

　

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
皆
様
の
健
康
づ
く
り
の

お
手
伝
い
に
努
め
ま
す
。

　

以
前
よ
り
診
察
室
で
患
者
さ
ん

と
よ
く
話
題
に
な
る
の
が
仕
事
の

減
ら
し
方
で
す
。
う
ち
は
農
家
さ

ん
が
多
い
の
で
高
齢
の
患
者
さ
ん

で
も
強
靭
な
肉
体
と
不
屈
の
精
神

を
兼
ね
備
え
て
い
る
方
が
多
い
で

す
。
で
す
が
そ
ん
な
ス
ー
パ
ー
高

齢
者
達
も
肉
体
の
衰
え
や
気
力
の

低
下
は
自
覚
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

全
盛
期
よ
り
仕
事
量
は
徐
々
に
減

ら
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ど
う

も
そ
れ
が
や
や
控
え
め
過
ぎ
る
よ

う
で
す
。
高
齢
者
か
ら
身
体
の
各

部
位
の
故
障
や
慢
性
的
な
疲
労
感

を
自
覚
し
相
談
を
受
け
る
事
が
あ

り
ま
す
。
原
因
は
や
は
り
働
き
過

ぎ
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

僕
は
診
察
室
で
、「
仕
事
を
も

っ
と
減
ら
し
て
は
」
と
唱
え
て
き

ま
し
た
が
あ
ま
り
効
果
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
ぜ
も
っ
と
大
胆
に
労
働
環
境
の

改
革
に
進
め
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ひ
と
つ
は
プ
ラ
イ
ド
で
し
ょ
う
。

長
年
辛
い
仕
事
も
こ
な
せ
た
自
信

が
、
自
然
の
流
れ
で
あ
る
老
い
を

否
定
的
に
捉
え
、
抗
お
う
と
す
る

の
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
単
純
に
働
く
こ
と
は
善
、

働
か
ざ
る
は
悪
と
い
う
考
え
も
あ

る
よ
う
で
す
。
十
分
家
族
の
為
に

も
社
会
の
為
に
も
尽
く
し
ま
し
た
。

仕
事
を
せ
ず
に
ゆ
っ
く
り
暮
ら
し

て
も
十
分
な
程
貢
献
し
て
い
ま
す
。

引
退
し
て
の
ん
び
り
第
二
の
人
生

を
歩
ん
で
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
に
老
化
防
止
の
意
味
合
い

で
肉
体
労
働
を
捉
え
て
無
理
を
し

ち
ゃ
う
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
高
齢
者
ご
本
人
だ
け
で
な

く
ご
家
族
の
影
響
も
出
て
い
ま
す
。

「
ボ
ケ
防
止
の
た
め
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
る
」
そ
の
言
わ
ん
と
す
る

と
こ
ろ
は
わ
か
り
ま
す
が
労
働
負

担
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
？
が

問
題
で
す
。
高
齢
者
も
家
族
を
助

け
る
た
め「
仕
事
を
減
ら
し
た
い
」

と
は
言
い
に
く
く
半
ば
無
理
強
い

の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

（
ご
家
族
も
楽
で
す
し
）

　

そ
し
て
高
齢
者
も
ご
家
族
も

あ
る
イ
メ
ー
ジ
の
欠
如
が
あ
り
ま

す
。
歳
を
取
る
と
元
気
な
働
き
手

で
あ
っ
た
中
高
年
が
い
き
な
り
ヨ

ボ
ヨ
ボ
の
歩
き
も
お
ぼ
つ
か
な
い

寝
た
き
り
寸
前
や
寝
た
き
り
状
態

に
変
化
す
る
と
想
像
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

寝
た
き
り
状
態
の
前
に
時
間
的
に

も
種
類
的
に
も
幅
広
い
「
ヨ
タ
ヨ

タ
ヘ
ロ
ヘ
ロ
」
期
が
あ
り
ま
す
。

中
高
年
の
い
つ
も
の
仕
事
な
の
に

疲
労
が
な
か
な
か
回
復
し
な
い
か

ら
始
ま
り
、
何
で
も
な
い
所
で
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
倒
れ
そ
う
に
な
っ

た
り
倒
れ
た
り
。
さ
ら
に
進
め
ば

買
い
物
に
行
く
の
が
億
劫
に
な
っ

た
り
杖
が
あ
っ
た
方
が
楽
だ
と
気

が
付
い
た
り
。

　

ヨ
タ
ヘ
ロ
期
の
後
半
で
少
し
だ

け
お
手
伝
い
が
あ
る
と
楽
な
人
々

を
「
微
助
人
」
ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
呼

ぶ
そ
う
で
す
。
僕
は
ま
だ
微
助
人

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
食
事
中
に
急

に
む
せ
る
事
が
あ
り
ま
す
し
靴
下

を
履
く
と
き
少
し
慎
重
に
片
足
を

上
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
若
い
自
分
で
あ
り

た
い
気
持
ち
は
理
解
で
き
ま
す
が

　

ヨ
タ
ヘ
ロ
期
初
等
科
の
皆
様
、

ご
自
覚
を
。
ヨ
タ
ヘ
ロ
期
高
等
科

（
微
助
人
）
の
皆
様
は
胸
を
張
っ

て
お
手
伝
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
か
ら
皆
様
に
は
微
助
人
さ

ん
に
積
極
的
に
優
し
い
愛
の
手
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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※新型コロナウイルスの影響により掲載した行事や、
　施設の開館状況が変更される場合があります。

図書館から新刊のお知らせ
「特殊清掃人」 … 中山 七里

「ウルトラマン大図鑑ハイパー」 … 円谷プロダクション

「秋雨物語」 … 貴志 祐介

他、多数の新刊が入りました。
くわしくは今月発行の「図書館だより」をご覧ください。

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

７日（土）２０歳を祝う会
公民館
大ホール

14:00～

12日（木）ひまわり大学１月講座
公民館
大ホール

10:00～

17日（火）

真竜小学校始業式 真竜小学校

北竜中学校始業式 北竜中学校

28日（土）
子ども高齢者の
ふれあい事業（豆まき）

公民館
大ホール

 9:30～

１月の生涯学習カレンダー

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

1月 2・9・16・23・30日（毎週月曜日）

1月1日～5日（年始のため）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

ひまわりオリンピック大会を開催ひまわり大学１１月講座を開催

　１１月１０日に「ひまわり大学」１１月講座を公

民館大ホールにて開催しました。

　今回の講座は、ふらのまちづくり株式会社代表取

締役社長の西本伸顕氏を講師としてお招きし、「楽し

い北海道弁講座」と題し、ご講演いただきました。

　北海道弁の特徴や、つい使ってしまう北海道弁の

紹介の話を中心に、講師と学生とで実際に北海道弁

でやりとりするなど、終始楽しい雰囲気の講座とな

りました。

ＪＦＡこころのプロジェクト～
夢の教室を開催

 １０月３１日「ＪＦＡこころのプロジェクト～夢の

教室」を真竜小学校にてオンラインで開催しました。

　小学校５･６年生を対象に、夢先生として元陸上競

技選手の湯田 友美さんに、夢を叶えるまでの努力や

負けない心についてお話していただき、子どもたちに

夢を持つ素晴らしさや夢を実現させるための粘り強い

心を持つことの大切さを教えていただきました。

　１１月１７日にひまわりオリンピック大会を北竜

町改善センターにて開催しました。

　３組のチームに別れ、７種目のレクリエーション

を実施しました。競技中は歓声と笑い声の中、親睦

を深めながらレクリエーションを楽しみ、旧古作・

板谷・西川・和・和東町・和町・三谷からなる黄組チー

ムが見事優勝しました。



浅
あさの

野 ひなた さん

佐
さとう

藤 琉
るきあ

葵 さん

大
おおい

井 成
なるは

蓮 さん

垣
かきの

野 快
かいり

凛 さん

トリマー

公務員

猫カフェのオーナー

ユーチューバ―

ほとんど倒産しないから

猫をモフモフしたいから

犬が好きだから

ユーチューバ―になって
家族旅行に行きたいから

田
たむら

村 颯
そうた

大 さん

小
こすが

菅 陽
はるき

貴 さん

公務員

YouTuber

土日が休みなことと、
人の役に立ちたいから

みんなに自分の事を知って
ほしいから

松
まつもと

本 涼
りょうが

雅 さん

辻
つじ

 優
まさと

翔 さん

髙
たかはた

畑 結
ゆ い

愛 さん

福
ふくだ

田 あず さん

バスケットボール選手

保育士

保育士

ゲーム実況者

小さい子と遊ぶのが好きだから

昔の保育士の先生を見て、
自分もなりたいと思ったから

かっこよくダンクをしたいから

ゲームが好きでゲームの
面白さを知ってほしいから

北
きたで

出 あかり さん

作詞・作曲の仕事
歌を聞くのが楽しくて
好きだから

卯年生まれの小学生
２０２３年 年男・年女

私たちの
将来の夢
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